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序

長野県は縄文銀座と呼ばれ、尖石遺跡や御殿場遺跡と

いった国の史跡が数多く存在します。

辰野町では、史跡に指定されている遺跡こそありませ

んが、およそ250もの周知の遺跡が存在する地域です。こ

の遺跡のなかでも飛び抜けて縄文時代中期の遺跡の数が

多くなっています。辰野町内ではこれまでに樋口内城遺

跡や新町原田南遺跡といった縄文時代中期の遺跡の調査

が実施きれてきました。しかし、今回の新町大原遺跡の

ように縄文時代中期中葉の遺構と、遺物が集中して出土

したのは樋口内城遺跡の調査以来となります。今回の調

査では、単独に埋められていた有孔鍔付土器をはじめ、

祭壇状の遺構を伴う住居祉等といった縄文人の精神生活

を窺い知ることのできる遺構が出土し、大変興味深い発

見となっています。

また、近隣市町村にあまり出土していない時期の土器

もあり、この地域の土器の変遷を研究していく上にも欠

かすことのできない資料であると考えられます。

この様な貴重な成果を残しながら姿を消していった遺

跡のためにも本書を十分に活用していただき、今後の研

究の資料としていただきますようお願いいたします。

最後に、発掘調査及び遺物整理作業中に大変お世話に

なった関係者の皆様にお礼を申し上げ、ごあいさつとい

たします。

辰野町教育委員会

教育長一ノ瀬健二
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1.本書は、団体営圃場整備事業新町地区に伴う長野県上伊那郡辰野町大字伊那富4447番地外に
しんまちおおっぱらいせき

所在する新町大原遺跡の発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、昭和63年 9月28日から11月19日まで現場作業を実施し、出土遺物の整理ならび

に報告書の作成は、昭和63年11月20日から平成10年 3月31日まで辰野町教育委員会において

断続的に行った。

3.発掘調査現場における記録は主として赤羽義洋と、福島永が担当し、遺構等の実測図作成は

赤羽やよい・宮脇陽子・村上茂子・福島が主として行った。また、本書の編集・作成は福島

があたった。遺物等の整理は赤羽やよい・字治ひろゑ・工藤信子・田畑三千代・村上茂子が

行い実測図の作成は赤羽弘江・大森淑子・大槻直子・佐藤直子・白鳥栄子・竹内みどり・福

島が行った。なお、土器復元は福沢幸一氏にお願いした。

また、現場調査時に、小池幸夫氏および箕輪町教育委員会には多大なるご協力を頂いた、

ここに記して感謝にかえたい。

4.調査および整理にあたって作成された実測図・写真等は出土遺物とともに辰野町教育委員会

が保管している。

発掘調査関係者名簿

1.新町大原遺跡発掘調査団
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福島 永 (辰野町教育委員会社会教育課文化係)
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l 保護協議の経過

第 I章発掘調査の経緯

1 保護協議の経過

昭和62年 4月20日に町農政課より「昭和62年度新期採択土地改良総合繋備事業に伴う埋蔵文化

財の調査についてJの協議書が提出きれた。この協議書によると、圃場整備事業の開始予定は昭

和63年度で、開発規模はおよそllhaにおよんでいた。この圃場整備事業の範囲内には、新町大原

遺跡・新町原因南遺跡・新町原因北遺跡の 3遺跡が存在しており、この 3遺跡が消滅するおそれ

が生じた。これに対して町教育委員会では、遺跡の現状を把握するため、昭和62年度事業として

試掘調査を行い、遺跡の範囲、規模等について確定していくこととした。周年 5月20臼付けで町

農政課より 3遺跡の発掘についての通知が提出されたのをうけて 3遺跡の試掘調査を 5月25日よ

り実施した。

試掘調査の結果、新町原田南遺跡からは、中世初期の陶磁器をはじめ、堀等が発見され居館祉

の存在をうかがわせた。また新町原田北遺跡においては、平安時代前半期の住居祉をはじめとし

て縄文時代の遺物なども出土した。さらに、新町大原遺跡からは、縄文時代の炉祉をはじめとし

た縄文時代の遺構が発見され、圃場整備事業の計画されている一帯すべてにわたって遺構・遺物

が確認できた。

一方圃場整備事業の実施設計図によると、新町原田北遺跡については、盛土という状況であっ

たため、調査対象から除外し、農道部分についても遺跡の破壊のおそれがないと判断し、調査対

象外とした。

切土の箇所のうち、新町原田南遺跡については試掘が十分でなかったため、昭和64年度にもう

一度試掘調査を実施し、つづいて本調査へと移行した。また、新町大原遺跡については新町原因

南遺跡の調査が終了し次第本調査に入ることとし、原因南遺跡より調査を開始したが、調査に手

間取り、調査終了時期が大幅にずれ込んでしま った。そのため開発側と再度保護協議を実施し、

調査員と作業員の増員をはかり、作業期間を短縮することを前提にして新町大原遺跡の調査期間

の延長を依頼した。当初、開発側も工期の関係上期間の延長は認められないとしていた。しかし

試掘調査の時点で、縄文時代中期の集落祉が出土することが判明していたため、遺跡の重要性を

説明したところ、工期の遅延を懸念しつつも、 1カ月の延長で合意にいたり、 9月28日より本調

査を開始した。
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l 位置と付近の地形・地質

第11章遺跡、の位置と環境

1 位置と付近の地形・地質

辰野町は、西を木曽山脈の最北部にあたる経ヶ岳(標高2，296.3m)より連なる標高1，100m以

上の 6つの山塊が占め、東には伊那山脈の北端部が延びている。伊那山脈は天竜川の支流の一つ

である沢底川を境として南部は標高700m-1 ，200mの小式部城山塊、北部は標高800m -1 ， 000 m 

の東山丘陵に二分されており、東山丘陵は辰野町でも最もなだらかな丘陵状の山地となっている。

辰野町は伊那谷の最北部といフこともあり、山地が町の 7割を占め、平地部は 3割程度しかな

い。したがって東山の麓から西山の麓までの幅が狭〈、また多くの段丘によって地形的な制約を

うけている。しかし、町南部の羽北地区は平地部が大きく開け、箕輪町へと続いていく 。

さらに天竜川西部には、その支流である経ヶ岳に源を発する横川川によって形成された横川渓

谷に代表されるようなV字谷が深〈入り込んでいる。
ごん ぺ えとうげ きょうがたげ うしくぴとうげ きりと うやま う と うとうげ

また、辰野町北部の境界付近を含めた権兵衛峠一経ヶ岳一牛首峠一霧訪山一善知鳥峠の速なり

は南北分水界となっており、これより北部は千曲川水系として日本海へと流れ込み、南部は天竜

川水系として太平洋へ注ぎ込んでいる。

一方、諏訪湖に源を発する天竜川は、町を南北に縦断するように南流し、その両岸には数段の

河岸段丘を形成しており 、特に荒神山の南側でその発達は顕著である。また、天竜川西岸、特に
にれさわやま

検沢山~桑沢山山麓では扇状地が重なりあった複合扇状地が形成されている。

また、伊那盆地の西部や東部の山麓には大きな断層が走っており、特に西部山麓の断層は「伊

那谷断層Jと呼ばれ、後山地籍においては断層によ って尾根が孤立し、稗塚と呼ばれる丸山が形

成されているほか、西方の明神山は古い扇状地が活断層によって持ち上がったものである。

さらに、新町の上水道水源地の掘割では昭和 4年に春日琢美によってテフラを切る断層が観察

きれ、スケッチに残されているが、このスケッチをみるとテフラの降灰が停止してから15，000年

の聞に西方の山地が約2.3m上昇したことがわかる。また、新町の天竜川河畔の赤渋より、天狗坂
あかしぶだんぞう おおしんでん

を通って宮所、上島を結ぶ線は赤渋断層と呼ばれ、宮木の大新田より新町の原団地籍へ上がる坂

で、断層によ って原因の地盤がはね上がった様子が観察されている。

新町大原遺跡は前述のはね上がったまさにその段丘上に位置しており、これより北は段丘崖を

形成しており宮木地籍からは一段高くなっている。この段丘は、新町原因南遺跡の存在する段丘

上より見ても地盤のはね上がっている様子を確認することができる。
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2 歴史的環境

2 歴史的環境

新町区は、県宝指定されている縄文時代後期の仮面付土偶を出土している泉水遺跡 (52)が所

在する地区である。新町区は経ヶ岳山塊の検沢山と天竜川に挟まれた地域で、遺跡の立地も、扇
かみやどこい せき

状地上に位置する泉水遺跡、神谷所遺跡 (66)等と段丘に位置する新町大原遺跡 (60)、新町原因

南遺跡 (62)、新町原因北遺跡 (61)、新町北原遺跡 (49)等に大きく 2分される。前述の泉水遺

跡は扇状地上に位置しており、土偶のほかは遺物も採集されていないために遺跡の状況は不明で

ある。神谷所遺跡は平成 3年度から平成 6年度にかけてほぼ全面を調査した結果、縄文時代早期

の押型文土器や小竪穴をはじめ、十三菩提式土器を出土した縄文時代前期末葉の住居祉や土坑、

弥生時代後期の集落社、火災住居をはじめ、土錘や、試掘調査時に鉄鍋の破片が出土している平

安時代末期の集落社、舟釘状の細長い鉄製品が集中して出土している中世の建物社等が出土して

いる。なお、この遺跡の試掘時には本調査の対象外の地区ではあったが堀と思われる遺構も検出

きれ、中世の建物祉と考え合わせると山小屋的な施設があった可能性がある。また、弥生時代の

住居祉は長辺約 3m、短辺約 2mといったような小規模な住居祉が主で、埋費炉の周囲 3方向に

石囲が設置されているものがほとんどであった。遺跡周辺には大きな湿地帯もなく、遺物をみる

と後期でもやや古い時期と考えられることから、辰野町における弥生時代繋明期の遺跡として注

目される。

また、昭和32年にこの遺跡に隣接する新町丸山遺跡 (65)の西麓の畑から、平安時代後期の鉄

製羽釜が耕作中に出土している。新町丸山遺跡は通称稗塚と呼ばれており、当初古墳ではないか

との疑いが持たれたが、この小山は活断層によって断ち切られたいわゆるケルン・パットである

ことが確認されている。神谷所遺跡では平安時代末期の集落のほかにも鉄製の鍋の破片と思われ

る遺物も試掘調査によって出土しており、鉄製羽釜とこの集落祉との関係については今後更に検

討していかなければならない課題であろう。

一方、段丘上に立地する新町原因南遺跡は、新町原因北遺跡、新町大原遺跡と共に圃場整備事

業に先立つて昭和63年度に調査が実施された遺跡で、縄文時代中期末葉の住居祉をはじめ、中世

の居館祉等が出土している。中世の居館祉は、堀によって区画された地点には掘立柱の建物祉が

出土し、その区画外の曲輪かと思われる部分には多数の方形竪穴建物祉が検出され、館の空間的

な使い分けについての良好な資料を提供することができた。また、玉縁状口縁をもった白磁碗や

白磁製の四耳壷破片、東海系の鉢、鏑連弁をもっ青磁碗、口禿げの皿など鎌倉期を中心とした陶

磁器が出土しており、辰野町で調査された中でも古い時期に位置付けられる居館祉となった。

新町原田北遺跡は、試掘のみではあったが、平安時代前半期の集落が確認されている。

うずらい北・うずらい南遺跡、(58・59)は、平成 5年度に区画整理事業に先立つて調査が実施

され、縄文時代前期の焼土を伴う土坑が 1基出土している。この遺跡を試掘した結果では、南に

西流している鳥居沢の氾濫の痕跡が認められ、地形的には不安定な地域といった様相を示してい

る。
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く ""~ぽやしいせき

その他山麓に立地している遺跡としては機林遺跡 (51)があげられる。この遺跡は検沢山麓の

わずかな平坦部に位置し、昭和61年度と平成元年に調査が行われ、縄文時代早期から後期にわた

る遺構が出土している。なかでも押型文土器を出土した住居祉 1基や深さ 2mに近い円形の大型

竪穴や、集石炉10基の出土は、この地区が押型文の時代にベースキャンプ地として利用されてい

たことを伺わせる。また、縄文時代前期から中期初頭の小竪穴群と、後期の土坑が発見されてい

るのをはじめ、縄文時代中期中葉と思われる壷形土器が出土し、この中から黒曜石の大型のかた

まりが発見されるなど、比較的小規模な遺跡にもかかわらず縄文時代の遺跡として非常に貴重な

成果をあげている。

No. 遺跡名
縄 文 時 代 弥生 古墳 奈良 中世

4薦 考
早期 前期 中期 後期 娩期 時代 時代 平安 以降

47 上 原 。 。 。

49 新町北原 。 。 。

51 機 市本 。 。 昭61年発掘調査

52 泉 水 。 仮面付土偶出土

53 沢 回 。

54 青 木 原 。

55 曲目 利 畑 。

56 ，邑，.，. 垣 外 。 。

57 諏訪神社前 。

58 うずらい北 。 。 。 平 5年発掘調査

59 うずらい南 。 。 。 平 5年発掘調査

長領選J-i新後府議〆安原 t
品。誌千 4~ミFら@認盛~

愉男宅 場二奴 道陣主主 記:ぉ ミぷc骨 長持総務衣
61 新町原因北 。 。 昭62年試掘調査

62 新町原田南 。 。 。 。 。 昭63年発掘調査

63 道 下 。

64 神 沢 口 。

65 新町丸山 。 鉄製羽釜出土遺跡

67 神 戸 。

68 神戸北原 。 。

69 羽 場 上 。 。

70 ど ん 沢 。 。

71 神戸南原第一 。 。

74 向 袋 。

221 機林第 二 。

一周辺遺跡一覧表 (0は遺物出土、。は遺構出土を示す)
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1 調査の方法と調査結果の概要

第111章発掘調査

1 調査の方法と調査結果の概要

遺跡の立地している地点は、断層によって地盤がはねあがって周辺より一段高くなっており、

その段丘上を水田として利用している。圃場整備事業ではこの段丘を削り取って南の一段低い地

点に埋める計画であったため、新町原田北遺跡は破壊の恐れはないと判断し、試掘調査のみ実施

した。新町大原遺跡も昭和62年度に試掘調査が実施されており、遺跡の状況を把握していたこと

と、工事を実施する期日がせまっていたため試掘調査は実施していない。

本調査については削平される地点の中で、遺構の出土が予想される 3地点を設定し、重機によ

り遺構検出面まで土を除去した。遺構検出面まで掘り下げた後は遺構を確認するためにジョレン

等を使用して精査し、確認後は移植ゴテなどを使用して掘り下げた。遺構内の覆土は、中世と思

われる柱穴については黒色系の土であったが、縄文時代の遺構については多くが遺構確認商の土

と同色の褐色系の土で覆われていた。そのため、あらかじめサブトレンチをいれて遺構の有無を

確認した地点もある。サプトレンチは任意に設定している。

遺構を確認した後は、住居祉は土層あぜを設定し、土坑については半割して土層を確認しなが

ら掘り進め、掘り上がった遺構から実測図を作成し、記録につとめた。

出土遺物等の取り上げ、遺構平面図の作成に際しては 2mX2mのグリッドを基準として行い

必要に応じて図化および写真撮影等を行った。遺構測量は、遺物の出土状態を遺り方測量を基本

として1/10の縮尺で測量し、掘り上がった遺構については平板によって1/20の縮尺で平面図を作

成した。なお、グリッドは南北方向は数字を、東西方向はアルファベットを用いて表記した。現

場でのレベルについては工事用のベンチマーク (721.072m) を使用した。

遺物を整理する段階で遺物台帳を作成し、各遺物には遺跡の略称 (SOH)および遺物番号を

注記した。現場での写真撮影には35mm一眼レフカメラを使用してモノクロームネガフィルムとカ

ラーポジフィルムを用いた。遺物写真は中判カメラを使用して、 6X 7モノクロームネガフィル

ムで撮影した。

今回の発掘調査によって出土した遺構・遺物の概要は巻末の報告書抄録に記載している。
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第IV章遺構と遺物

1 縄文時代の住居と遺物

第 l号住居祉

GA-77より第 2号住居祉と一部重複して検出された。水田の造成時に斜面を削平しているた

め、残存している壁高はおよそ20cmと浅い。覆土は全体的に小石が混じり、一部は木炭を含んで

いた。また土層によって第 2号住居祉を切って掘り込んでいる様子が観察された。この住居祉の

プランは、 5.6mX5.4mのほぽ円形で、床面は地山が石を含んでいるために、石が露出していた。

また、硬化面も確認されなかった。主柱穴はP1-p.と考えられる。Pzの南には主柱穴とほぼ同

じ深さの柱穴が出土しており、何らかの理由によって柱を設置しなおしている可能性がある。ま

た、主柱穴の内側にはやや小型の柱穴が4箇所検出されている。

ζ二三二p

。

南東壁寄りと中央部には焼土があり、ほか

に炉と考えられる施設がないことから、これ

らが地床炉であったと推定される。

覆土中および床付近から出土している遺物

は19点のみであった。

遺物

第5図 1は磨石である。全面よく磨かれて

I おり、底部は平坦になっている。 2は按型の

打製石斧である。上に自然面を多く残しなが

ら側面を加工することによ って嬢型に成形し

ている。背面は大きく 4回打撃を加えて組加

工し、側面を調整している。

第6図 1-4は器面に縄文を施文している

土器である。 1はやや白色味を帯びており、

砂粒を多く胎土中に含んで‘いる。表面は煤が

付着していた。 2は口縁部の破片で4単位の

波状U縁と思われる。始土中にやや繊維を含

2 んでおり、不明瞭な縄文を施文している。 5

は縦位の沈線を施文しており、焼成も良好で、

10cm あった。しかし他の土器とは異質な感じを受

第 5図 第 1号住居祉出土遺物実測図(1) けるので混入品の可能性もある。
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P 4 (-48) 。

。p，(ーお)

。
(-31) 

。(-33.5) 。
(-15) 

721.500m 

5 
1 :暗賞褐色土 (黄色小粒多量に含む)
2 暗賞褐色土(コブシ大の石を含む)
3・時賞褐色土(小石含み黄色小粒多〈含む)

4 灰黄色土(砂質、石を含む)
5 暗褐色土(やわらかい土)

6 1定褐色土(石を含むやわらかい土)
7 階褐色土(炭ややまじる)

8 暗褐色土(小石ややまじる)

。
(-19) 。

(-11) 。P3(-43) 

9 暗褐色土 (炭多くまじる)
10 褐色土 (焼土まじる)
11 賞褐色土

12 褐色土(賞色士まじる)
13 :暗褐色土(褐色味が強い)

14 賞褐色土(黄色味が強い)
15 賞褐色土(褐色味が強い)

。

δ 

9 11 

縄文時代の住居と遺物

。

ρ(ー必)

① 

。

10cm 

2m 

第 6図 第 1号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) および出土遺物実測図 (2)
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第N章遺構と遺物

第 2号住居祉

第 1号住居祉の西部で出土した 5m X4.5mのほぼ円形の住居祉である。

覆土は西側の台地の高い方向から流入しており、全体的に炭化物を含んでいた。しかし第 1号住

居祉と同様に削平の結果、壁高がおよそ30佃から10cm程度であった。主柱穴は P1-PsiJf考えられ

るが、第 1号住居祉との切り合いによって確認できなかったものの、住居祉の東部にもう 1箇所

柱穴があった可能性もある。

床中央部にはやや掘り込まれた窪みがあり、ここからは炭化物が出土していることからこの浅

い落ち込みが地床炉と考えられる。そのほかにも東部の床面にも焼土が検出されている。

床からはほぼ完形の深鉢型土器が横倒しとなって潰れた状態で 1点出土しているほか、深鉢の

体部上半部が破片となって出土している。

P5 (-31) 

721.800m 

9 

。。

NO.2 

?!' @ 'O 

6診。

11 

第 l号住居社

1 :褐色土(やや黄色味がかり、炭もややま
じる)

2 褐色土と黄色土の混合土(賞色土のプロ
ックが大きく、石もまじる)

3 明褐色土(やや黄色味がかり 、賞色土や
やまじる)

4 賞褐色土(賞色土まじる)
5・褐色土(焼土まじる)
6・暗褐色土(黄色土のプロ ックがまじる)
7 褐色土と黄色土の混合土(炭多〈まじる)
8 黒褐色土 (炭多くまじる)
9 黄色土
10・暗褐色土(焼土まじる)
11 暗褐色土と黄色土の混合土
12・暗賞褐色土(黄色小粒多量に含む)
13 :暗賞褐色土(コブシ大の石を含む)

。 2m 

第7図第2号住居社実測図 S= 1/60 
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遺物

第 8図・第10図は床付近より出土し

た土器である。

第8図 1 (No. 1 )は住居祉北東部の

床面より出土しており、土器の外面を

床につけた状態で出土している。器形

は、底部から外反しながら聞いて口縁

部にいたると考えられ、口縁部には 4

箇所の突起を持つものである。体部上

半部の1/4程度残存している。口唇部付

近は口縁部の波状に沿って半裁竹管文

縄文時代の住居と造物

10cm 

o 第8図 第2号住居祉遺物実測図 (1)

/、¥
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2 
10cm 

第9図 第2号住居祉出土遺物実測図 (2)
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第N章遺構と遺物

。

第 10図 第 2号住居祉出土遺物実測図 (3)

を施し、その下部か

らは、突起下部をレ

ンズ状文の縦位の分

割基準として 4単位

の文様を施文してい

る。土器は全体的に

明るい褐色で、内面

は丁寧にミガキが行

われていた。

2はやはり体部上

半部で1/4程度しか

残存していない。口

縁部は平日縁で、口

唇部から半裁竹管状

工具による平行沈線

文でレンズ状文を施

文している。口縁部

はやや聞き気味の体

部からやや屈曲して

更に聞いている。こ

の土器は 1よりもや

10cm や胎土が粗〈ミガキ

も組雑な印象を受け

る。

第10図の土器は床

より出土しており、ほぽ完全な形に復元することができた。底部からやや内湾気味に開く体部は、

上半部で一度内側に屈曲し、再び直線的に聞いていく器形である。口縁部上部には粘土紐を三本

平行に貼りつけた後、その隆帯の上下を指で交互に押圧することによって波状にしている。体部

は単節縄文による羽状縄文で埋められている。

第11図は破片である。 1は外面に刺突文を施文している。 2は縄文を地文として沈線により縦

位の楕円や曲線を施文している。 3は縄文を地文としてその上に細い隆帯を貼り、その上にも縄

文を施文している口縁部の破片である。 4はやはり縄文を地文として竹管状工具をもちいて沈線

文を引いている。破片の上部には縦位の並行する沈線を引いて一種の区画文としている。 5-7

は縄文を地文とした上に、並行沈線とボタン状貼付文を伴う破片である。 7は口縁部上部に縦位

の短い突起を作りだしている。 8・9は印刻文を伴う破片である。 8は口縁部で、上部の挟られ
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1 縄文時代の住居と造物

ていない部分については無文とし、休部につながる箇所から半裁竹管状工具による押引文が施さ

れている。また 9は底部の破片で、最下部には横位の沈線が引かれている。 10-13は並行沈線を

施文している土器である。 10・11はレンズ状文を作りだしており、 12・13は横位の綾杉状の文様

を施文している。 14-20は縄文を伴う土器で、 14・15は羽状縄文である。

第 9図1・2は打製石斧である。 1は刃部が欠損しているが、短冊形をした石斧と思われる。

表裏共によく調整きれている。 2は表面に自然面を多く残しており刃部を中心にして加工が行わ

れている。刃部は欠けているのか先端部は丸くなっている。 3は凹石である。上部・下部の先端

部には使用痕が確認される。
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第 11図 第 2号住居祉出土遺物実測図 (4)
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第N章遺構と遺物

第 3号住居士止

この住居祉はGP-82より出土している。段丘の東側に位置しており、サプトレンチをいれて

プランを確認して調査を開始した。しかし、調査時に覆土中より出土した遺物は少量でヤあり、床

直上からの土器の出土もなかった。遺構図に記録している遺物についても床より lOcm-20咽上部

で出土している。遺構の規模は、 5mX5mの不整円形で調査時に南東壁を掘り込みすぎている。

柱穴は P1-Psの5箇所と考えられる。 P1は集石炉の土坑と重複して出土しておりこの遺構とは

時期差がある。住居祉の中央部には埋菱炉があるが、焼土は炉体の南床に出土している。炉に使

用された深鉢は直径45cmの比較的大型のものである。

/ 

。
No.2 

721.000m 6 

8 

1 黒色土 (粘質、炭まじる)
2 黒褐色土(炭まじる)
3 :黒色土 (粘質、 炭多 くまじり、 ローム粒と焼土がまじる)
4 黒褐色土(炭多くまじる)
5 暗褐色土(ロームまじり、炭ややまじる)
6 :暗褐色土(炭ややまじる)
7 褐色土(ロームまじる)

8 :暗責褐色土(炭ややまじる)
9 暗褐色土(炭まじり、黄色土ややまじる)
10 暗褐色土(黄色味おぴ、炭ややまじる)
11 貧色土(褐色土ややまじる)
12 :暗褐色土(粘質土)
13:黒褐色土(賞色土まじる)
14 暗賞褐色土 。 2m 

第 12図第3号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 
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1 縄文時代の住居と遺物

遺物

第14図は床付近より出土した土器である。 1は炉枇付近より出土しており (No.1 )、体部下半部

を失っているものの上半部についてはほぼ残存していた。口縁部には 4箇所の突起がつく波状口

縁で、口縁部は隆帯による区画を爪形文で縁取り、区画内はペン先状工具による模文で充填して

いる。 3は埋聾炉である。体部上半部で楕円文が横位に一段配された上部に不整形な三角形の区

画文を施文している。体部と口縁部の境界部の文様は隆帯の脇に爪形文を施しているのみで区画

内には施文はみられない。その他の文様帯の区画内は爪形文を隆帯に沿って施文し更にその内部

を三角押文を直線状または波状に刺突している。体部下半部は現存している部分を見る限りでは

無文である可能性が高い。口縁部は直線的に立ち上がる体部とは対照的に大きく外側に聞いてい

る。

第15図~第17図は住居祉の覆土より出土した破片である。第15図1-8は沈線文を施文してい

る土器である。 1-6は半裁竹管状工具による並行沈線文を多用しており、縄文時代中期初頭の

文様要素がみられる。また、 7は胎土が鍛密で、焼成が良好な土器片である。曲線を描いて施文

きれている沈線の脇には半裁竹管状工具を縦にして突いた爪形文がみられる。 8の沈線で縁取ら

れた区画帯はやや盛り上がっている。9は横位の沈線の下部に、半裁竹管状工具を使用して扶る

ようにキザミを施文しており、工具内

側の繊維状の痕跡を、器壁に残してい

る。 10-15は角押文を多用している。

10と11は同一個体で、白色の粒が混じ

っているが轍密な胎土である。12・13

も同一個体で、白味の強い褐色を呈し

ており、轍密な胎土であった。 14は内

面にミガキの痕跡をよく残し、胎土も

撤密で焼成も良好であった。16-18は

爪形文を施文している土器で、隆帯上

にキザミを施している土器もある。19

は斜行沈線文系の土器である。赤味の

ある胎土に雲母が混入している。焼成

も良好である。 20は隆帯の脇に角押文

を施文している土器で、色調は白味が

かり、良好な焼き上がりである。 21-

23・26・28・29は抽象文を施文してい

る土器片である。 21・22には爪形文の

脇に三角押文が施文きれており、特に

22はやや黒みを帯びた胎土で器壁は薄

一属国 - ~-瞳誼
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第 13図第3号住居祉出土遺物 (1)
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第N章 遺構と遺物

。 10cm 

第 14図第 3号住居社出土造物 (2)

い。胎土内には砂粒が混じっているものの焼成は良好で、あった。23は級密な胎土で焼成も良好で、

あり、内面には煤が付着していた。26は内面にミガキ調製痕をよく残し、爪形文の両脇には三角

押文を施している。24は白 っぽい胎土で焼成は良好であった。25は内面に煤が付着していた。30

は白っぽい綴密な胎土であった。32は口縁部で、砂粒の混じる粗い胎土であった。

第16図 1・2は縦位に沈線文を持つもので、 1の円形の無文部の協には三角押文が施文されて

いる。また 2は内面にミ方々が密に施されている。 3-7は口縁部に縄文を施文している土器で

4は内面と断面に煤が付着していた。 7は口縁端部にへラ描きの波状文を施文しており 、白色小

粒の混じった白 っぽい胎土である。13は浅鉢の破片で、白色小粒と雲母が混入している。14-27

は縄文を施文している土器である。17は口縁部の破片であるが、突起状の起伏が口縁部上端に確

認できる。20には煤が付着しており、 26は白っぽい胎土でしっかりした焼成であった。

なお26は炉社東部 (No.2)、 28・29は床よりやや浮いて出土 (No.1)している。

第17図3・4は轍密な胎土で焼成も良好で、ある。色調は白っぽく、竹管によ って円文を刺突し

ている。なお、3には補修孔が穿たれている。
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第W章 遺構と遺物

第 16図第3号住居社出土遺物 (4)

22 

26 
27 

10cm 



く二コ

門
川
川

μ

r5f~幸一1

U'O 

3 

;芸名I、汗U 日
当t'diJ; t~ ' ， I J 

対(FJdハ
4車内<'l.t' r r 
鴻 i.:，'[>' U 14 

.，~1:，へ
L;(;!:'::~毛

{;~下戸一l!\i_，主ー

環~m~~~
ー守;~r

縄文時代の住居と造物

亡コ

2 

U 
7 

・1熟守 門
昭必!\l.'~γ 11 

午μ ~t!母:Q:.~; 川

急~~~乾J塑 I T 
己主私立る伊 ¥j 

"-_ ， 11 

ィ!手f~Ul~1止 ー 川町

13.イト 5~~:;~ ~'~;. 
J司 '.'~~~.r
ヰJ〆的 ;:ir
、む::.~~." ''''

パ
リ

υυ8
げ

μロ

10cm 

第 4号住居士止

GT-85より出土している。直径5.5X5 mの楕円形を呈しており、中央部に埋聾炉を設けてい

る。主柱穴は PI-P6の6箇所と推定される。覆土中からは土器片のほか、自然石を円柱状に加工

している石棒と思われる石器も出土している。また、床直上より出土している土器出土地点(No，1 ) 

からは器形の判明する土器のほかに破片も集中して出土している。埋聾炉(第23図 1)の周囲は

長さ20cm程度の石によって固まれており、炉の底部にも石が敷きつめられていた。

6重軽;21 

第 17図 第 3号住居社出土遺物 (5)

2 

。

第 18図 第 3号住居祉出土造物 (6)
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第W章遺構と遺物

/ 
P1 (-51) 

匂 P3 (-40) 

(-26) 

No.3 

轡
720.500m 

721. 500m 

立ゴー

l 暗茶褐色土
2 :暗茶褐色土(やや黒い)
3 :黒褐色土(炭多くまじる)
4 :黒褐色土(茶褐色味が強〈、炭多くまじる)
5 :茶褐色土(炭多くまじる)
6 :暗黒褐色土(炭多くまじる)

7 :褐色土(ローム、焼土まじる)
8 :褐色土(ローム、炭まじる)
9 :黄褐色土(粘質)
10:暗賞褐色土
11:暗黄褐色土(褐色味が強い)
12 :黒褐色土(やわらかい)

13 :茶褐色土

。 2m 

第 19図第4号住居社実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 

遺物

第20図~第28図が第 4号住居祉より出土した土器である。なかでも土器集中地点 (No.1)より

出土した土器は第20図 1・第21図3・第23図 3・第25図14・30・33・第26図23・第27図 1・第28

図27である。第20図は抽象丈を体部に施文している土器である。 1は隆帯の両脇に爪形文を施文

し、更にその外に波状沈線を施文している。轍密な胎土で焼成も良好である。破片上部には煤が

一部付着している。 2はやや粗い胎土である。抽象文内は半裁竹管状工具で刺突を加えている。

第21図は床付近より出土している土器である。 1は焼成があまりよくないため、磨滅している

-24一



1 縄文時代の住居と造物

箇所がある。なおこの土器は住居祉南部の石の下から出土している (No.2) 0 2は南東壁寄りのP1

付近より出土している (No.1 )。口縁部に円環文を持つ突起を l箇所に配した。赤褐色を呈した焼

成の良好な土器である。 3も2と同じ地点より出土しており、口縁部にみみず〈状の把手を配し

たパネル文の系統の土器である。色調はやや自身を帯びるが内面は煤が付着しているのか黒色を

呈していた。焼成は良好である。 4は小型の土器で、パネル文の系統の土器である。やや赤みの

ある色調で綴密な胎土であった。焼成も良好で、ある。 5は台付鉢の底部である。淡い褐色を呈し、

焼成はややあまい。

第22図は櫛形文を施文している土器である。器壁は薄〈、焼成は良好で、あった。色調は淡褐色

を呈しており、胎土中に白色の砂粒が多く混入されていて、平出III類Aの胎土とよく似ており、

この系統の土器の可能性も考えられる。

第23図 1は埋斐炉として使用されていた深鉢である。口縁部と、体部下半部を切り取って炉体

としている。全体に赤褐色を呈

しており、休部上部には縄文が

地文として施文されており、そ

の上に陵帯による渦巻き文と半

裁竹管状工具による平行沈線文

が引かれている。隆帯上には一

部にキザミが入れられている。

胎土は綴密で、焼成も良好であ

る。なお、内面の屈曲部付近に

は、煤が若干付着している。 2

はやや聞き気味の円筒形の土器

で、全体のおよそ1/4程度しか残

存していない。口縁部には 1箇

所に突起が付けられていたと考

えられるが接合関係はない。内

面はミ方々が密に施され、轍密

な胎土と相まってやや光沢があ

る。色調は明褐色を呈しており、

全体的に白っぽい感じである。

3は土器集中地点より出土して

いる (No.1)。 円筒形の土器で体

部下部は失われている。口縁部

を除いて全体に縄文が施文され

ている。内面にミカ、、キの痕跡が
o 5cm 

第 20図 第 4号住居社出土遺物 (1)
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第W章遺構と遺物
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第 21図第4号住居社出土遺物 (2) (4・5は1/2)
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l 縄文時代の住居と遺物

残り、特に口縁部上端部に顕著である。外商の一部には煤が若干付着している部分もみられた。

4は縄文を地文として沈線を主体に文様を描いている土器である。口縁部に小さな突起を作り出

している。細かい砂粒が混入した胎土であるが、焼成は良好で、あった。やや赤味をおびた褐色を

呈しており、内面には煤が一部付着しており、口縁部付近は磨滅痕が確認された。

第24図~第28図は住居祉より出土した破片である。第24図1・3-12は角押文を多用している

土器である。 1. 10は三角押文を施文している。 1は内面にミガキが密に施されている。また、

10は明褐色の色調を呈している。 4は土器集中地点 (No.1 )より出土している。 5は楕円の区画

文下部にへラ描きによる沈線を施文しているもので、全体的に磨耗がすすんでいる。 13は隆帯脇

をへラ状工具をやや斜めに押すことによって、縄を押しつけたかのような文様を表現している。

胎土中には白色砂粒が混入しており、色調は褐色を呈している。この遺跡より出土している土器

のなかでは異質の土器である。

第24図14-31・第26図 1-3・5. 6・14-18は抽象文を体部に持つ土器である。陸帯上にキ

ザミを持ち、両脇を爪形文で施文するもの(第24図15・17・22・23・30・第26図18)や爪形文の

脇に波状沈線を引くもの(第24図15・17・18・27-29・31・第26図6)がある。また、第24図14

のように爪形文で抽象文のモチーフを描き

だしたものもみられる。第24図15は色調は

淡褐色を呈し、焼成は良好で、あった。 16は

爪形文の下部に半裁竹管状工具の小口面を

利用して刺突を加え、波状に文様を表現し

ている。 19は隆帯脇に爪形文を施文してい

るが、その隆帯上部の爪形文との聞にへラ

状工具によってキザミを施丈している。 25

は土器片の色調が淡褐色を呈している。隆

帯と爪形文で区画された内部にはペン先状

工具を使用して斜位に交互刺突することに

よって波状文としている。第26図1・2・

5は同一個体である。全体に淡褐色を呈し

ており、やや白っぽい印象の土器である。

内面は光沢があるほどよくミガ々がかけら

れている。文様はへラによってすべて施文

されている。 3は磨耗の著しい土器で爪形

文の下部には波状沈線文が施文されている。

内面はミヌゲキの行われた痕跡が確認されて

いる。 14は爪形文を伴う隆帯の上部に三角

押文を施文している。 15は轍密な胎土で焼

-27一
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第 22図第4号住居枇出土遺物 (3)



第N章遺構と遺物
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。 10cm 

第 23図 第 4号住居祉出土遺物 (4)
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l 縄文時代の住居と遺物

成も良好であった。 16も轍密な胎土であり、爪形文の脇には波状沈線文が号|かれている。

第25図15-35・第26図20-22はパネル文を体部に施文している土器である。縄文を地文として

いる土器(第25図15・16・18・19・22)は半裁竹管状工具で区画し、内面に炭化物がおこげ状に

付着しているもの (15)や内面によくミガキが施きれ、やや白っぽい色調をしており、外面には

半肉隆線で区画された中に押引文(19)や波状沈線を施文しているもの (22)がある。また、区

画内を横位や斜位の沈線で充填しているもの(第25図29・第26図20-22)があり、第25図29は轍

密な胎土で焼成も良好で、ある。色調も明褐色を呈している。第24図20と22は同一個体である。 21

は淡褐色を呈しておりやや白っぽい。内面にはミガキが施されている。また、区画内に温泉マー

ク文を配している土器(第25図24・28) もみられる。

第25図 lは第27図 1と同一個体で、口縁部を無文帯とし、口縁上部にはキザミと竹管の刺突に

よる円丈で装飾している。無文帯の下部には半裁竹管状工具を使用しての平行沈線を施文し、そ

の沈線開には一部にキザミが確認できる。焼成はやや甘く、全体的に白っぽい土器であるが、内

面は黒色であった。第25図4は外反気味に立ち上がる体部から頚部が断面 1<J字状に屈曲して

内湾気味になりながら立ち上がっていく器形の深鉢である。肥厚気味の口縁部上部は縦位の集合

沈線を施文し、その下部には弧状の並行沈線文を号|いている。 6. 7は口縁部が無文となり、口

縁部上端部にキザミがある深鉢である。いずれも内面にミガキが轍密に施されている。

第26図 7-13は楕円文が重畳する系統の土器である。隆帯によって楕円文を形成し、その内部

に爪形文を施文している。この楕円文の施きれた文様帯の上部や下部に、爪形文と波状沈線文を

横位隆帯に沿って施文しているもの(8・13) もみられる。 13は轍密な胎土であり焼成も良好で、

あった。 9は口縁部で、 2条の爪形文を口縁に沿って施文している。 19・25・26は浅鉢の破片で

ある。 19・25は口縁上端部に温泉マーク文を施文している。

第27図2は地文に縄文を施文し、隆帯や沈線を引いている。胎土は組〈、白色の砂粒が多く混

入している。 3・5は薄い粘土紐を貼り付けているもので、 3は薄い隆帯上に縄文を施文し、そ

の他の部分は縄文を磨り消している。 5は白っぽい色調で、胎土は組い。 4は隆帯によって楕円

を作り、その内部を沈線で装飾している。胎土は轍密であるが焼成はあまい。 23-31・第28図 1

-26は縄文を主文としている土器である。縄文装飾の中に沈線を号|いているものもみられる(第

28図7・16・24)。第28図14は内面にミカ、、キがかけられ、黒色の雲母が多く混入している。

第29図 1-4は打製石器である。 1は搬状の石斧で、一部に自然面を残している。基部は欠損

していた。 2-4は短冊型である。 2は刃部を欠損している。表面に一部自然面を残している。

表面よりみて右側に調整加工が集中しており、横刃型石斧の可能性もある。 3はほぽ完全に残っ

ている。刃部に調整加工がきれている。 4はやや刃部が幅広くなっており、援型の形態に属する

のかもしれない。ほぽ完全に残っており、刃部より基部に細かい調整加工が加えられている。 5

は覆土を掘り下げる作業中に出土している。全面にミガキを加え、断面円形に仕上げ、先端部も

丸〈加工している。下半部と、上端部が欠損しているが、石棒であろう。
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l 縄文時代の住居と遺物

h 議選藍弘 O AS予知 n 
長adltt f7) 吻働鈎/μ 心認幣1I! 

I I < 13 吐、も.I:t，"， W 14 

川.会L 「1
川護極主主 Ji へ_'¥ ~: ~.~~ 門

門 向 !~..‘ ，，_ 16 、召還221tT守・訪日J
F 斡品 川 .Jl (?ι .， .， • ̂  - .. . .. 17 、 ltZ到器 111 

ぷ臨時総け 吋f 4ミゴ弘主¥¥ !生川、 ~写:容7μl
吋て寸 υ 〆12令部VTFV ij ヨ i~ 川 ' 

'22善寺議ハ 義廷は 』

ふいい い 1945雲雪量什ぷ
えUhi 円 i事的 U2f 
id探Zハ品 J

;::;;~ I I 弓ft.-;nr kJ 26 i.還:円三
?手均J:η ハ 瞳 ハl_ ~ 浜駅ぞ U 

V 叩 2S ~"，''-'i;l 1: )";' !キ「汁号。おdを

岱斜!g釦針iHザrハ 判 一一27 潟漁丸h句ゴM州以J止r必

鎖釦l繍i開達お! u 必返議sハt川寸/ η印7 
l閣観観l蹴 ~\ ¥ 存杭がえdぞ苧f日仰ザη3初0宅挙禽噛L翁鞠禽鴇守 υ γi鋸 げ

'1~弘f j;- i l' 31 一、ーム町 三号 "'1 ........ 

29 議事 υぃ長与胸打
日 33 ;;t~ 絞 :~I I I ，./&:'_m".. i'r iんぎ I/ ，. ，. ".， :':~' ~lÌ~HttHrtJlI1Jij/J J l 

砂~~~ i I I ')>'!&'I:臨時間同 lι 

句 併 υ34 !附
。

第 25図第4号住居社出土遺物 (6)
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l 縄文時代の住居と遺物
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遺構と遺物

第30図は黒曜石製の石器である。 1は無茎の石鯨で一方の基部が欠損している。 2. 3は模型

石器である。全体に方形で断面は台形(2 )または三角形(3 )を呈しており、上部と下部に複

数回の打撃痕がある。また表面に縦長の剥離痕も確認することができる。 4-11は剥片を利用し

た石器である。刃部として利用したと考えられる箇所には小剥離痕がある。 7は下部に数回の打

撃によると思われる剥離痕が存在し、模型石器的な使用法をしていたのかもしれない。また、 6

についても小剥離が側面にみられることから、ここに刃部のあった可能性も考えられる。11は下

部に小剥離痕をもっ石器であるが、全体的に整形のための加工が行われたような痕跡があり、石
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第W章 遺構と遺物
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l 縄文時代の住居と遺物

第5号住居祉

この住居祉は FN-77より出土している。北東部が調査区外となってしまったために完掘する

ことはできなかったが、直径約 5mの円形に近い隅丸方形のプランである。 Pl-P3が主柱穴と考

えられる。現存する壁高はおよそ30cmで、壁の直下には周溝がほぽ全周している。周溝は幅約20

cmで、深さは10cm-5 cmで、ある。炉は住居の北西寄りに直径 1m程の規模で造られていたが、炉石

は抜かれていた。炉の中心部には小型の深鉢の底部(第32図3)が出土している。床には大形の

深鉢の口縁部が南西部から正位に出土し (No.1)、北東壁寄りからは小型の深鉢の口縁部が伏せた

状態で据え付けられていた (No.2 )。いずれの土器も唐草文系の土器であった。なお、埋聾は検出

することができなかった。覆土には、炭化物や小礁が全体的に混入していた。

遺物

第32図 1-4は住居祉の床および床付近より出土している土器である。 1は住居祉の南西部に

口縁部を上にして出土していた土器 (No.1 )である。底部から聞き気味に立ち上がり、体部上半

部に最大径をもって内傾し、頚部から口縁部にいたっては内湾しながらひらしいわゆるキャリ

ノfー形の器形で、口径約40cm、残存高約15cmを測る。口縁部と体部の境界部には粘土紐を貼り付

LK¥
♂
 

Q ¥¥ 、 No.l 

。

95了d
720.600m 

6 5 6 6 5 

l 黒褐色土(小磯まじる炭ややまじる)
2 褐色土(小磯まじり、炭ややまじる)
3 暗褐色土(小磯まじり 、炭ややまじる)
4 黒褐色土(小磯まじり、炭ややまじる)
5 黒褐色土(焼土・ローム位まじり、炭ややまじる)
6 賞褐色土(ロームに褐色土まじり、炭ややまじる)
7 褐色土(ローム多くまじり、炭まじる)

第31図第5号住居祉笑isIJ図 S =1/60 

。 2m 

勾
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第W章遺構と遺物

。

。
第 32図第5号住居社出土遺物 (1・2・4は 1/4、3は1/2)

-38一
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l 縄文時代の住居と遺物

け、その下部に波状沈線文を引くことによって体部と区画している。口縁部は頚部の横位隆帯よ

り立ち上がった唐草文が4箇所に配され、その後に斜位のへラ描沈線を号|いている。体部は縦位

の細い条線文で装飾し、その後に横位の波状沈線文や、沈線を引き、口縁部に配されている唐草

丈の下には両側に縦位の沈線を伴う波状沈線文を下位まで施文し、縦の区画としている。また、

この区画線によって分けられた区画の中心付近には縦位の波状沈線文を引き下ろしている。 2は

住居枇北東部に出土した土器 (No.2)で、口径約15cm、残存高約 6cmで、あった。やはり 1の土器

と同じようにキャリバー形をした器形で、口縁部には横位の四角形の区画を隆帯に よって作りだ

し内部を沈線で縁取りしてから、その中を縦位のやや粗めの間隔のへラ描沈線で充填している。

そして、体部にいたっては細線による条線文を縦位にヲlいて装飾している。また一部には波状沈

線文もみられる。 3は炉の中より出土した土器 (No.3)で、外面に縄文が施文されている。 4は

樽形をした深鉢の体部の破片で、北東部の調査区の境界付近より出土している。口縁部との境界

に、交E刺突による波状文や 3本の横位の隆帯の聞に列点文を施している。また、体部には縦位

に腕骨文を伴う隆帯文を貼り付け、その中程より両側に隆帯が延び、縦位の腕骨文につながって

いしこの隆帯を貼りつけた後にへラ状工具を使用して体部上部は縦位に、その下の体部には綾

杉文を充填している。

5-9は沈線文で施文をしている系統の土器である。すべて同一個体と考えられる。地文とし

て細い条線文を体部全面に縦位に引き、その後に 3本の隆帯による唐草文によって大きな区画を

構成し、その聞に沈線による唐草文や縦位の波状沈線文を描いて器面全体を装飾している。縦位

の波状沈線丈は破片から見るかぎりでは体部上半にのみ施文されている可能性がある。

第37図 1・2は縄文時代中期中葉の土器であり、この住居祉が縄文時代中期後葉であるので、

混入品と考えられる。

第 6号{主居壮

FU-90より出土している調査区の最南部に位置する住居祉である。覆土が遺構検出面の土層

の色と近似していて遺構の有無が確認しにくい地点であったため、サブトレンチを設定した結果

遺物が大量に出土したため、住居祉と確認された遺構である。プランは直径4.7mX5mのやや楕

円形で、残存壁高はおよそ60cmでbあった。柱穴は Pj-PSの 5本柱と考えられる。住居社中央部の

炉は石囲炉と埋婆炉を伴う石囲炉が作られており、埋聾炉の炉体(第34図 3)の周囲には 4個の

石が置かれていた。また炉の底に底部のない小型の土器(第34図 4)を縦に 3つに割って敷いて

いる。石囲炉は 6個の石で構成きれており、埋聾炉が深さおよそ30cmであるのに対して約10cmと

浅く炉の底部に焼土は確認されなかった。また、埋斐炉の南東部の石が石囲炉の下に一部かかっ

ていることから、埋聾炉が先に築かれていたものと考えられる。しかし、住居祉の調査によって

拡張された痕跡は確認することができなかったため、 2つの炉が同時に存在していた可能性もあ

る。

一方、住居社内には覆土をはじめ、床面に及ぶまで土器が出土しているが、特に床面付近から

-39一
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NO.2 

721.400m 

4~三三zyτ~
1 暗褐色土

2 :暗褐色土 (石を含み、 褐色味が強い)
3 :賞褐色土

4 賞褐色土(賞色土に褐色土まじる)
5 暗褐色土 (黄色土まじり、石を含む)
6 褐色土(やや黄色味を帯ぴる)

7 :賞褐色土(やわらかい)

8 :賞色土
9 暗賞褐色土(やわらかく、焼土ややまじる)

10. 暗賞褐色土(褐色味が強〈、焼土ややまじる)
11 暗賞褐色土(焼土ややまじる)

12 :暗褐色土 0 

No. 3 

第 33図第6号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 

/ 

11 

2m 

は器形の判明する土器が出土している (No.l-No. 4 )。炉の北側からはNO.l(第34図 1). No. 3 (第

35図2)が出土しており、 No.lの土器が底部を失ってはいるものの、形をとどめたままで横倒し

となって床直上に出土し、その上にNo目 3の土器が投げ捨てられたかのように周辺に大きな破片を

飛び散らして重なるよ 7な状態で出土している。炉の南部はやはり底部が欠損してはいるものの、

横に押しつぶされた状態で1個体出土している(第35図 1)。

また南東壁付近からは一辺lOcm、長き50cmの細長い石がやや斜めに起き上がった状態で出土し

ており、石柱と考えられる。

-40一



第 34図 第 6号住居祉出土遺物(1)
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第W章 遺構と造物

遺物

第34図~第36図は床または床直上に出土した土器である。第34図 1と第35図2は重なりあ って

出土していたものである。第34図 1は床に接して出土しており、底部以外はほぽ完全に残存して

いた。やや聞き気味の円筒形の体部に、内湾しながら広がっていく口縁をもっ器形で、口縁部に

は半裁竹管状工具による並行沈線によ って縦位や波状に文様がひかれ、頚部から体部上部には三

角形の区画文や楕円横帯文を三段施文し、その下部には隆帯による渦巻き状の文様が施されてい

る。また、区画内には爪形文を隆帯に沿って施文し、更に充填文様としては三角形区画文内に角

o 10cm 
ヒzヨニ=ニ乞ニ===

第 35図 第 6号住居祉出土造物 (2)

-42-



押文を隆帯に沿って押し号|いており、楕円横帯文内には押引による波状文が施文されている。胎

土は轍宮、で焼成も良好であった。内面には煤が付着している。

第35図2は全体に暗褐色を呈しており、底部は失われているが体部中部がくびれ、口縁部にむ

かつて外反していく。そして断面 1<J字状に屈曲して内傾する器形である。器形的には大型の

把手や櫛形文をもっ土器に似ている。文様は口縁部と体部下部に集中しているが、隆帯を用いて

いるにもかかわらず平面的な印象である。口縁部の文様帯は上部に横位の粘土紐を直線的に貼り

付け、下部は波状に貼り付けている。この隆帯の聞には、半裁竹管状工具による縦位の並行沈線

を施文している。この縦位平行沈線を施文した隆帯は、ロ縁部に作った 3カ所の突起の下部で区

画きれ3単位の横位文様となっている。突起下部には四角形や、 IRJ字状の文様を装飾してい

る。休部下部の文様は縦位の並行沈線を基調として半肉隆線で変化をつけ、その聞にやや幅広の

粘土紐を曲線に貼り付け、指で押さえて厚みのない偏平な隆帯としている。器壁も薄手で文様構

成をみても在地の土器とは異なるものと感じられる。

第34図2は住居祉床直上より出土しており、体部下半部が欠損している。口縁部は大きく膨ら

み、波状を呈している。体部との境界部には 2条の半肉隆線が施文され、その下部に三角形のパ

ネル文が施文されている。パネル文内は隆帯にそって爪形文を施文し、その内側には半裁竹管状

工具による横位の刺突が連続的に加えられている。胎土は轍密で焼成も良好であった。内面には

ミガキの痕跡が残されている。全体的には第34図 1と似た胎土である。

第34図3・4は埋聾炉に使用きれて川淵 耐性脳叫干?仰 は口縁部と体部を打ち欠いて炉体とし

ていたもので、縄文を地文としてもち、頭部には横位の隆帯と沈線を巡らせて口縁部との境界と

している。口縁部には、この横位の隆 圃 E 田副由臨時四一一描出叩 器 削

帯から上部に曲線文や円文をっくり出

している。また、その上部には 2本の

斜位の沈線によって波状文が引かれて

いる。また、隆帯によってっくり出さ

れた曲線文内は、縄文が磨り消されて

いた。体部にも隆帯で渦巻文や円文を

貼り付けた曲線文を施文しており、隆

帯聞や頭部の隆帯下には斜位の沈線に

よって波状沈線文が施文されている。

胎土は粗いが、焼成は比較的良好であ

った。 4は炉の底部に敷かれていた土

器で、底部付近が失われている。体部

下部と口縁部には縄文を施文して地文

としており、体部中部には隆帯によ っ

て区画された楕円横帯文を 2段施文し

l 縄文時代の住居と遺物

。 10cm 

第 36図第6号住居社出土遺物 (3)
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第N章 遺構と遺物

ている。楕円横帯文内は押引文を隆帯の脇に施文し、上段にはさらに内側に押引文を 1周させて

いる。胎土に砂粒が少量混入されおり、やや白色系の色調であった。内面はよくミガキがかけら

れている。

第35図 1は住居祉の南部より出土した土器である。縦位のパネル文を基本として、口縁部は 4

単位の波状を呈しており、この付近を中心として同心円状の円文や、三角文を上部に配した人体

文が崩れた形とも考えられる偏平な隆帯が飾られている。また、体部のくびれ部付近から上部に

は煤が付着しており、内面には底部に近い部分に煤が確認されている。

第36図は、住居祉北部に出土している。全面に縄文を施文しており、体部と口縁部との境界部

の微妙なくびれ部は、縄文を細〈磨り消している。また、口縁部には丸〈器壁をえぐった無文部

をつくりだしている。やや白色味をおびた褐色で、内面はよくミガキが施されている。外面には

煤が付着している。

第37図 3-第39図は住居祉の覆土より出土している土器である。第37図3は口縁部の破片であ

り、口縁部直下に三角形の印刻文を施文している。また、その下部には横位の矢羽根状に 1<J 

字状のキザミが入れられている。胎土は粗い。 4-6は口縁部が 1<J字状に内側に屈曲する器

形で、屈曲部には連鎖状の偏平隆帯が装飾きれていた。焼成は良好である。 7は白色砂粒が混じ

り、焼成も良好であった。 8も焼成が良好であった。 9は沈線による文様を施した土器で、轍密

な胎土であり、焼成も良好で‘あった。10-12は同一個体である。轍密な胎土で焼成も良好であっ

た。内面はよく磨かれており、全体的に丁寧な作りといった印象がある。外面の口縁部上部と休

部上部の聞の無文部にも丁寧なミ yゲキが施きれていた。その他の体部の無文部に関しては接合痕

が明確に残されていた。13-16・第38図23も同一個体であり、面取りされた口唇部の直下から口

縁部には縄文が施文され、体部との区画には横位の沈線が使用されている。10-12の土器と同様

に内面は丁寧にミカ。キが加えられ、外面の無文部も丁寧にナデを加えている。この 2個体はほか

の土器とは異質な印象を受ける。

第38図 2-10は半肉隆帯によってパネル状に区画した土器である。 2は白味の強い色調で、轍

密な胎土で、焼成も良好で、あった。 4は内面にミガキが施されている。 5. 6は胎土が組いが、

5の焼成は良好であるのに対して、 6はもろい。 7は焼成が良好で、あった。11-17はパネル文が

崩れて、半肉隆線が曲線や渦巻文になっているものである。14は胎土が組い。15は焼成が良好で、

あった。また16の爪形文下には三角押文が施文され、 17には雲母がやや混入していた。18-26は

体部に抽象文を描いている土器である。18と20は同一個体で、内面に煤が付着している。また、

爪形文直下には三角押文が施文されていた。21と22は焼成は良好で、あり、 22には砂粒が混入して

いた。

第39図 1・6は斜行沈線文を施文 している土器である。どちらも赤褐色を呈し、 雲母がやや混

じる焼成が良好な土器である。 8-14は平出凹類Aの土器である。15は、器形は平出III類Aと類

似しているが、施文されている文様ははるかに複雑で、ある。ロ縁部上部にはキザミを施し、体部

との境界部の屈曲した箇所には横位の連鎖状隆帯がキザミをともなって施文きれている。また、
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蘇懇謀
総与鋭部a

ZE盟諸君主写;~.
・・ー唱河期回同開

石石忌宇空主主ぞすeJE 

一屯一玄乏忽"
、

日
溢
凶
悪

3
3
R湘
~
二
仰
さ

よニコ

叶く三二二三

ヒ コ
h
d
滋

γ
3

L

弘
弘
治
H
J
/
/

制
す
斤
約

/
Y

デミミミコ

日」一一一口一一一一一コ

N 乙一~一ーヘコ

εJ 

H 捻，

宅二二一一一一一二三

ここここコ

九
佐
伯

JM
羽
議

ん
ぬ
》
V
JAr-円
2-z
n}v

h
y
p‘、
.
3主
主
‘

&
桜
一慌
時
吋

，，，

d
母
宅

。

-o 
() 

ヨ

鴻
ω
斗
図

滅
問
中
・
減
町
中
南
河
惇
庄
川庁
耐
芯
(
串
)

(

H

・
N

…
浦
町
ー
叩
昨
測
体
)

時h

CJ1 



円ハハハ
μ
1

対欝
遺構と遺物

1
J
 

第W章

ハハ川
μー

i議
司弓必需f
必d子r

M;~A?，~~II 
::J除、ノ1.:主

事、'#子
島宇宙主ド'

~il'以~~Yß
i':~;.:::~~， 

曙

1ー
か:プゼ'~.~:~ ~':;:.:f 

叫
同 河

川¥¥日-'.¥.¥);.，

16 なた

lF 
!慨す

4 

内
川
川

U

感jfjje
味。霊祭器
-J五Hih欝 F

3i区J 

19 

22 

ハハ
μ2

."匂政 hh
A京{J千九
tヨ尚子ハハ川

U
1

，.(!I弘恋民

縦福島パ
ハ
川
げ

μ
噂u， 。

第 6号住居社出土遺物 (5)

-46一

第四図



縄文時代の住居と遺物
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第W章 遺構と遺物

口縁部と屈曲部の聞のキザミ状の施文部位は細かいハケ状の道具を使用しての押引文を横位に 2

条施文しており、この押引文の間には半裁竹管状工具の小口部分を連続して刺突している。また、

屈曲部の連鎖状文より下位には、破片でみる限り施文は行われていない。内面には轍密、なミガキ

が施文きれている。

16は口縁部に渦巻き状の文様をもったパネル文の土器である。パネル文内は横位の沈線によ っ

て装飾きれている。17-27は縄文を施文している土器である。

第40図は第 6号住居祉より出土した石器である。 1は打製石斧で厚みはおよそ 1cmと薄〈、偏

ζ二二二:::::::>

ζ二二二ごコ

島-~
4三こ::::::=::.

o 5cm 
ヒニニZニニZニニヨニニニ==1

2 

4 

平である。表面には整形のための剥離痕を観察する

ことができるが、背面には 2回の大きな剥離痕が確

認できるだけで細かい整形の痕跡はない。しかし、

側面に細かい剥離がみられることから刃部はこの側

面の可能性もある。また、実測図上の石器下部には

調整痕等は確認することができなかった。

2-5は黒曜石製の石器である。 2. 3は剥片を

利用した石器で、刃部に小剥離痕が確認される。4・

5は模形石器と思われるものである。 4は背面には

縦長の剥離が見られないため、使用目的がちがうの

かもしれない。 5は表面・背面共に縦長の剥離が確

認されている。

雪道議ーす 4三ヌフ

/~ 3 

5 

。 5cm 

第 40図 第 6号住居社出土遺物 (7)

-48一



l 縄文時代の住居と遺物

第 7号住居祉

この住居祉はGB-83より出土している。遺構検出作業中に黒色土が検出されたので、その箇

所にサブトレンチをいれたところ、住居祉であることが判明した。この住居祉は、 4.3mx 5 mの

プランであるが、南壁を掘りすぎているため、本来は直径4.3m程の円形と考えられる。柱穴は 4

筒所であり住居祉の中心付近に埋聾炉が設定されていた。理委炉は体部を打ち欠いて使用きれて

いた(第43図 2)が口縁部の一部が欠損しており、その部分に別個体の口縁部(第43図 1)を補

充していた。炉内部からは焼土はあまり出土していない。また、住居祉床の上層付近からは多く

の土器が出土している(第43図 3-5・第44図 ・第45図 1・2. 6・第45図 4)が、器形の復元

ター35) ¥ ¥ 

←@ 
720.600m 。

《議

。
~一_-

A 
721.100m 

9 

1 黒褐色土(住居社中央部で黒色味増す炭まじる)
2 暗褐色土 (茶褐色土まじり、やや炭ま じる)
3 黒褐色土(茶褐色土まじり、炭まじる)

4 黒褐色土(黒色味が強〈、炭多くまじり、焼土ややまじる)
5 暗褐色土 (ローム粒まじり、炭ま じる)

6 黒褐色土(茶褐色土まじり、炭多くまじり、焼土ややまじる)

7 暗褐色土(茶褐色土まじり、炭まじる)
8 暗褐色土(貧褐色ロームを部分的に含み、炭まじる)

14 13 

。\~ 寝ア「
15 16 

¥ミ

B 

9 :暗褐色土(ローム粒少しまじり、小磯まじる)
10 :黒褐色(黒色味強い。茶褐色土と黒色土のまじり)

11 暗褐色土(ロームまじる)

12 暗賞褐色土
13・時褐色土

14 暗賞褐色土(やや黄色味を帯びる)

15 黒褐色土

16 ローム 。

第41図第7号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 
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第N章 遺構と遺物
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第42図 第7号住居右上遺物出土状況図

できるものは少数であり(第42図)、さらに I箇所に 1個体分の破片が集中しておらず、住居祉内

に散乱しているような出土状態であったことからこの竪穴住居が廃棄きれた後に投げ込まれたも

のといえよう 。

遺物

第43図 1・2は埋婆炉として使用されていた土器である。 1は樽形の体部に外反する口縁部を

もっ器形で、口唇部に小さい突起を 1箇所に設け、無文の口縁部から体部に流れ落ちるような渦

巻き状の突起を隆帯で垂下させている。また、口縁部と休部の境界付近には横位の沈線がひかれ

-50一



l 縄文時代の住居と遺物

ている。赤褐色の色調を呈し、焼成は良好であった。 2は細かい砂粒が混入した胎土で、焼成は

良好であった。口縁部に数ヶ所の突起をもち、口縁部下部に無文帯を設け、口縁部では密に隆帯

と押引文を施文している。また、口縁部最下部の横位隆帯には隆帯の接点を中心として小さい突

起を貼り付けている。休部は横位の半肉隆線を文様帯の上下にヲ|いて区画し、上部の半肉隆線は

一部に押引文を施文し、場所によってはこの半肉隆線が2条存在している。また、文様帯の下部

の2カ所に円管状の粘土を貼り付けている。 3は全体の1/2程が残存している土器である。やや聞

き気味に立ち上がる器形で、文様は横位の半肉隆線によって区画きれている。口縁部には押引文

を伴う隆帯を横位の隆帯の聞に波状に貼り付け、その下部の文様帯には縦位の沈線と縄文を交互

に施文しており、底部まで密に施文されている。焼成は良好で、あり、外面は褐色なのに対して内

面は黒色であった。 4は全体のおよそ1/4程度しか残存していない。底部よりやや聞き気味に立ち

上がり、体部上部に最大径をもって頚部にいたる器形で、口縁部はやや外反しながら立ち上がっ

ている。ロ縁部には波状の隆帯が貼り付けられ、頚部には印刻文を充填した三角形のパネル状の

文様が横位に連続して施されている。また、最大径となる部分には、押引丈を伴う横位の隆帯が

あり、その下部は縄文で埋められている。胎土は粗く、外面に煤が付着している。内面は滑らか

に整形きれていた。 5は底部よりラッパ状に広がっている器形で、全体の1/3程度が欠損してい

た。胎土は粗〈、細かい砂粒が混入きれていた。焼成は良好である。外面の文様は縄文を基本と

して隆帯で大きく区画し、その脇に爪形文を施文している。また、この爪形文を伴う隆帯の文様

に沿うようにして沈線が引かれ、一部には印刻状に器壁をえぐり取り、刺突を加えている。 6は

体部下部で、隆帯が垂下している。

第44図1・2は浅鉢の破片である。 1は4単位の突起をもっ器形で、屈曲して立ち上がる口縁

部には爪形文を施文している。内面は轍密にミガキが加えられているが、外面は粗い調整であっ

た。

3は全体の1/4しか残存していない。キザミを伴わない隆帯による区画を基本として、その脇に

爪形文を施文している。隆衛の終息部には円環状の突起を貼り付けている。口縁部と体部の境界

は無文帯としている。焼成は良好で、あり、口縁部上部のみが黒〈煤けたようになっている。

4は平出III類Aの土器である。器面全体に縄文を施文し、その後平行沈線等を施文している。

第45図 1-3は、住居祉床付近より出土した沈線文系の土器である。 1・3は砂粒の混入した

胎土であるが焼成は良好な土器で、 1は暗褐色を呈している。 2は撤宮、な胎土で、焼成も良好で、

あった。

4 -6は偏平な隆帯を貼り付け、体部には接合痕を地文として残す土器で同一個体と考えられ

る。 5. 6は砂粒が多く混入し、粗い胎土となっており、 4は表面が黒褐色を呈し、焼成はやや

あまい。 7-9も同一個体と思われる。沈線によって曲線文や波状文を描いている。 10は焼成も

良好で、あった。

第46図~第48図は主として住居祉覆土から出土した破片である。第46図 1-9・12は角押文を

多用している。 3. 8は爪形文の聞にへラ状工具によって縦位に押引文を施文している。また、

唱
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第N章遺構と遺物

第 43図 第 7号住居祉出土遺物 (1)
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l 縄文時代の住居と遺物

。 3 
IOcm o 10cm 

ヒ工ヱコ=土--ゴ

第 44図第7号住居祉出土遺物 (2) (4は 1/6)
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第W章遺構と遺物

5 

第 45図 第 7号住居祉出土遺物 (3)
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1 縄文時代の住居と造物

4 . 6・12は同一個体である。焼成は良好で、あり 、全体的に 白味を帯びた色調であった。12には

内面に煤が付着していた。 7も内面に煤がやや付着していた。 9は胎土が轍宮、で焼成も良好でいあ

り、器面の爪形文の上部にはへラ状工具によ って押引文が施文されていた。

17・18は抽象文を施文しており、 17は口縁部の縄文施文部の上下端部には三角押文が、きらに

内面には丁寧なミガキが施されている。18は口縁部上部におこげが付着していた。

10・11・13・14-16・第47図9はパネル文をもっ土器である。10・11・14は同一個体で、胎土

は粗い。15は縦位の隆帯を基準にして、パネル文を施文している。内面は丁寧なミ yゲキがかけら

れている。 16と第47図9は同一個体である。

19・20と第47図11は同一個体である。平行沈線を主文様としている土器で、全体的に暗褐色を

呈しており焼成は良好であった。

的ぺ去に 1'1 
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f，jf.〆 手況に〆:t J のペザ'"

4恥:，~~;:~;~~J ハ ι~0'd:.~
~dfu~}~t0~J ~" 燃ご0tt

J 4九
;<ìR~.... 

第 48図 第 7号住居祉出土遺物 (6)
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第W章遺構と遺物

/ 

ぷ三二三〉

くこ二ア 2 03cm  

第47図 1-5は円筒形

の体部に沈線と縄文を主

体として施文している土

器である。 1. 2と3-5 

はそれぞれ同一個体で 1

には外面に煤が付着して

いた。胎土はきめ細かく、

焼成も良好で、ある。 3に

は補修孔があけられてい

る。

12には雲母が混入され

ており、焼成も良好で、あ

った。

13は胎土に砂粒が多く

混入きれているものの焼

成は良好で、あった。

仁三百口ーにコ
16は破片上部に斜位の

三角押文が施文されている。

17-23・第48図 1は平出III類Aの

土器であり、いずれも体部の破片

である。

ι二三

くコ 4 

。

第 49図 第 7号住居祉出土遺物 (7)
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3 
第48図 2-8は縄文を施文して

いる土器である。 7は胎土が轍密

で内面は黒色であった。また 2は

胎土に砂粒が混入しているものの

焼成は良好で、内面はミカ。キが加

えられている。

第49図~第50図は石器である。

第49図 1・2は黒曜石製の石器で

ある。 3は上部と下部が欠損して

おり、形体は不明であるが、表面

と裏面はよく磨かれており、なめ

らかになっていた。

10cm 第50図は打製石斧である。
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第N章遺構と遺物

第 8号住居士止

この住居祉は今回の調査中もっとも小さく、長径は3.3m短径は 4mの楕円形である。北壁には

直径40cmほどの石が集中して出土しており、石壇の可能性がある。この石の聞に挟まれるように

小型の土器(第52図 1)が出土している(第51図断面図)。また、床面には、柱穴や炉と思われる

施設を検出することができなかった。しかし、住居社中央部付近の土坑付近からは焼土が検出さ

れている。石壇は下段に小さい石を 2列並べ、その上に直径40cm前後の偏平な石を乗せていたよ

うである。小型の土器はこの石壇が崩れた時に挟まったものと考えられる。また覆土中からは遺

物の出土が少なく、第52図に示した遺物が主なものであった。

九Iq/ 

A B 

No. 1 

C I D 
721.000m ~I 

一

A B ーも伶誠一
721. 400m 

2 O 2 9 G 

721. OOOm 
- ¥.，  

¥ 7[:1、=と当シって二三主三方
に~14 ~一一ーて二ム斗一二=茎~く.‘~ニー一一二井~三三=二~ニ=モ一一一 、11

8 161li 13h 1日

1 :黒褐色土(茶褐色土まじり、炭多くまじる)
2 :褐色土(ローム、茶褐色土まじる、炭ややまじる)
3・黒褐色土(茶褐色土、炭ややまじる)
4 黒褐色土(茶褐色土多 〈まじり、炭ややまじる)
5 :黒褐色土(ローム、茶褐色土、炭まじる)
6 暗褐色土(ローム部分的にまじり、炭まじる)
7 黒褐色土(炭ややまじる)
8 黒褐色土(黒味が強〈、炭・ ローム綿粒まじる)

9 :暗黄褐色土(ローム多くまじり、炭ややまじる)
10 :黒褐色土(炭ややまじる)
11:暗褐色土(炭少しまじる)

12 :略褐色土(炭やや多くまじり、 ローム細粒まじる)
13 :暗賀褐色土(炭ややまじる)

14 暗褐色土(炭ややまじり、ローム細粒多くまじる)
15 :暗褐色土(上部は茶褐色味が強〈、下部は色調暗い)
16・暗褐色土 (焼土まじる、炭ややまじる)

。
第51図第B号住居祉実測図 S= 1/60 
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1 縄文時代の住居と遺物

遺物

第52図 1は石壇より出土した土器である。直径12cm、高き12cmの円筒形で、口縁部は上部がや

や外反している。休部には接合痕が残されている。口縁部には細い棒状工具による押引文を中心

に施文している。口縁部の下部には、横位の押引文を 2条引いて区画し、その上部に iUJ字状

や「日」状を基本として横位に連続して施文している。また、口縁部の1/4周ごとに突起を貼り付

け、これが文様の割り付けの基本単位となっている。口縁部の内面には突起の位置に該当する部

分に文様を印刻状に施文し、その他の部分は沈線をめぐらしている。土器の外面には全面的に煤

が付着しており、内面の文様がつけられた部分にも煤が付着していた。外面に比べて内面は丁寧

に整形している。 2は浅鉢の底部と考えられる。内・外面ともに文様はみられなかった。

一一一τ/一一一 '
(一一

2 
。 5cm 

第 52図 第 8号住居祉出土遺物(1)(2は1/4)

-61一



第W章遺構と遺物
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第 53図 第 8号住居社出土遺物 (2)
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縄文時代の住居と遺物

第53図1・2は同一個体である。口縁部に縄文を施文し、突起部には印刻を施している。口縁

部上端部は折り返すことによって肥厚させている。胎土中には白色の砂粒や雲母が混入している

ものの焼成は良好であった。

3は下部に縄文を施文し、上部に沈線による曲線文を施文している。やや白味を帯びた色調で

内面にミガキが密に施されている。

4は斜行沈線文土器の系統である。5・6は同一個体である。 7. 8・19は抽象文を描いてい

ると思われる土器である。 7は区画内をクシ状工具で刺突している。焼成は良好で、あった。 8は

白っぽい色調で、半肉陸線の内面に爪形文を施文している。焼成は良好で、内面にミガキが施さ

れている。19は轍密な胎土で焼成は良好で、ある。12-16・18はパネル文をもっ土器である。18は

口縁部に耳飾り状把手をつくり、その下部より斜めに隆帯を貼り付けている。外面の一部に煤が

付着し、内面にはミガキが密、に施文されている。胎土は轍密で焼成は良好である。16は内面に丁

寧なミガキが施されている。

21.22は焼成が良好な土器で共に煤が付着している。21は白味を帯びている。

第54図は石器である。 1は下部は欠損しているものの 3方向ともによく擦痕が残っている。 2

-4は打製石斧である。 2・3はほぽ完全に残存している。 2. 4は刃部がやや広い短冊形、 3

は中央部がやや広い短冊形と考えられ、刃部・基部ともによく加工されている。

[一、

ζ二三〉 2 く〉 3 

4 。 10cm 

第 54図 第 8号住居枇出土遺物 (3)
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第W章遺構と遺物

第 9号住居祉

この住居祉はGC-93より出土している。直径およそ6.5mの円形のプランで中央部に埋聾炉が

設けられていた。住居祉の床直上からは炭が多量に出土し、破片も覆土中より多数出土している。

理墾炉周辺の床には焼土が多量に出土している。また、柱穴も14箇所検出きれ、主柱穴を特定す

/ヤブ~

NO.2 

A B 

Q
もす

な
P

。 NO.l 

NO.4 

A 
No.3 

B 
721. 100m 

~主三手ヲ~吟ご;r
1 時賞褐色土(，'P.，色土、小石ややまじ

る)
2 賞褐色土(暗褐色土がプロ y ク状に

まじる、炭ややまじる)

暗黄褐色土(炭まじる)

暗褐色土

賞縄色土(やや賞色味を帯び、石ま

じる)

6 暗賞褐色土(炭まじり、親指大町石

ややまじる)

貧褐色土(褐色味が強い)

黄色土(やや褐色味がかり 、小石や

やまじる)

9 暗黄褐色土(黄色味が強〈、やわら

かい炭がまじる)

10 黒褐色土(炭多くまじる)

11 暗褐色土(焼土多くまじる)

12 黄褐色土(やや賞色味が強〈、きめ

細かい土)

13 ローム

14 焼土

15 焼土がプロ ック状にはいる

16 黒褐色土

C D 
720.600m 

。 2m 

第 55図第9号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 
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l 縄文時代の住居と遺物
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J ~ヲ

7 

。 10口n

第 56図 第 9号住居祉出土遺物 (1)(4~ 7は1/2)
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第N章 遺構と遺物

ることはできなかった。床面からも破片が出土しているが、器形のわかる遺物は少なく、 3個体

程度しかない。また、床面からはミニチュア土器が完形品で出土しているのに加え 3個体出土し

ている。

またミニチュア土器は、今回の調査で、この住居祉と第12号住居祉より出土している。

遺物

この住居祉からはミニチュア土器が4点出土しており、そのうち 1点(第56図4)は住居祉床

面から立った状態で出土している(第55図NO.3)。この土器は体部中部に横位の押圧隆帯を巡ら

せ、そこから口縁部にむかつて押圧隆帯が4単位立ち上がっている。この隆帯の聞には縦位の細

い沈線文を引き、体部下部には押引文によって渦巻き文や曲線文を施文している。

第56図1は埋斐炉に使用された土器である。残存する体部には接合痕を壊状に残して文様化し

その上に隆帯を貼り付けて抽象文を描き出している。焼成は良好で、あり、胎土は轍密である。 2

(No. 1) . 3 (No. 2 • No. 4 )は床面より出土している。 2は円筒形の器形で口縁部に横位の隆帯に

よって波状文を作り、その上に爪形文を入れている。外面には煤が付着しており、焼成は良好で

あった。 3は平出III類Aの系統である。 4カ所の突起部には垂下隆帯ではなく、爪形文によ って

構成される菱形の文様で飾られている。 4-7はミニチュア土器で、 5-7は横位や華料立の沈線

文によ って外面を装飾している。また、 5は内面にも沈線がみられるが文様ではなく成形時の工

具痕の可能性がある。

第57図~第62図は住居祉覆土を中心に出土した遺物である。第57図 1-4は沈線を多用してい

る土器である。 1と2、 3と4はそれぞれ同一個体であり、 1・2は口縁部、 3・4は体部と思

われる。 1は淡褐色で、胎土が撤密で、焼成は良好でヤあった。

5-7は角押文を隆帯脇に施文している土器である。 6の焼成は良好で、ある。

8・11・14・15は抽象文を施文している。 8は白色砂粒が混入している。

9 . 10・13は円筒形の器形に爪形文を施文している土器である。 9は口縁部にキザミを施し轍

密にミガキがかけられた無文帯を挟んで横位の爪形文を施している。その下部には波状沈線文が

ひかれ、体部は接合痕を地文化している。内面は轍密にミガキが施されている。10は無文の口縁

部と内面に轍密なミガ々が施きれ、爪形文で口縁部と体部を区画している。

第59図1・3-9・12・14・15はパネル文をもっ土器である。 1は縦位の半肉隆線にへラ状工

具によって交Eにキザミを入れている。 3は低い隆帯上に爪形文を施文し、両脇にも爪形文を施

文している。またこの爪形文の聞には波状押引文を施文している。 9. 12・14は白色の砂粒が混

じる焼成良好な土器である。

16-18は楕円横手管文が施文された土器である。17は区画内にペン先状工具を用いて波状押引文

を施文している。 18は白色砂粒が混入している。 19-24は口縁部が外反して立ち上がった後に、

r < J字状に屈曲する器形である。屈曲部には横位の押圧隆帯が施文され、その上には沈線が引

かれている。なお、 20-22・24は同一個体である。

第60図 2-15は平出凹類Aの土器である。口縁部には 2本の波状平行沈線を引き(2 )、その下

-66一
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第N章遺構と遺物

部から体部にむかつて格子目状に平行沈線が施文され(3・5. 6・9)、横位の押圧隆帯と平行

沈線による区画文(4・6)を経て体部下部の iYJ字状文や縦位平行沈線文へとつながってい

く。15は体部下半部の破片で、半裁竹管状工具による平行沈線によって [YJ字文が描かれてい

る。

第61図 1・2は円筒形をした土器である。

3 -5は口縁部の破片で、口唇部にキザミが施きれ、ロ縁部には縦位の沈線が引かれている。

さらにその下部には、横位の抑圧隆帯が貼り付けられている。 6は、横位の押圧隆帯上に押引文

を施文している。胎土は粗いものの焼成は良好であった。

7は浅鉢の破片である。口縁部の屈曲部に押引文を伴う押圧隆帯を貼り付けている。胎土は組

いが焼成は良好で、あった。 8は薄めの隆帯の上に縄文を施文した土器である。この下部には細線

文が縦位にひかれている。焼成は良好で‘ある。

9は内面に轍密なミカ。キを施し、焼成は良好で‘あ った。11-24は縄文を施文している土器であ

る。15は口縁部の破片で、 沈線によって 2条の波状文が描かれている。

第58図は黒曜石製の石器である。 1は無茎の石銑である。完形品であり、表裏共によく調整さ

れている。 2-4は剥片を利用した石器である。背面は剥離したままの状態であり、調整痕はみ

られなかった。刃部として利用した部位には小剥離痕がみられた。

第62図 1-3は打製石斧である。 1は刃部が欠損しているものの短冊形の石斧で、表裏共によ

く調整さ れていた。 2はやはり刃部が欠損 している。表面は自然面を多〈残し、裏面についても

大きな打撃に よって粗加工した痕跡を残していた。基部には側面を打ち欠いでえ ぐりをいれてい

る。 3は完形品と思われるが、裏面は原石より打ち欠いた際の打撃痕のみであった。表面は細か

〈打撃を加えて形を整えている。 4は全面に磨られており、滑らかな外面となっている。

禽-0 一鍾鈴-O-cC()
〈二〉 亡三二ミミミ 2 

雷 -i-9 ~=~ ーも
てごこフ 4 

てここミ 3 

。 5cm 

第 58図 第 9号住居社出土遺物 (3)

-68一



l 縄文時代の住居と遺物

第 59図 第 9号住居枇出土遺物 (4)
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第W章遺構と遺物

8 

13 

15 
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第 60図第9号住居祉出土遺物 (5)
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1 縄文時代の住居と造物
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第N章遺構と遺物

C二フ

4 

く三ミフ 2 
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第 62図第9号住居祉出土遺物 (7)
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l 縄文時代の住居と遺物

第 10号住居士止

この住居祉はGJ -92より検出している。調査区の東端より検出され、ややこの地点が黒色味

を帯びていたため、 トレンチを入れて確認した住居祉である。

プランは直径6.7m X6.2mの楕円形であり、覆土には全体的に炭が混じり、特に炉直上の覆土

には炭が集中して出土していた。また、住居祉中央部には石で囲った炉が出土しているが覆土中

には焼土等はあまり出土していない。住居祉内に柱穴と考えられる穴は 9箇所検出されているが、

主柱穴を特定することができない。深さでみると、 P1 - P 47:J<'該当する可能性がある。

遺物

この住居祉からは器形の判明する土器の出土は見られず、図示できたのは第64図および第73図

1の器台のみであった。第64図 1・3・4は隆帯脇に爪形文を施文している土器である。 1は内

湾しながら聞いていく口縁部の破片で、口縁部を隆帯で三角形に区画している。胎土は粗いが焼

成は良好で・ある。 3は口縁部上端部を肥厚きせ口唇部を面取りしたように平らにし、この下部に

隆帯を 1条めぐらしている。爪形文の下部には三角押文が施文きれている。さらにその下部には

爪形文を脇にもつ隆帯が斜位に施文されている。 4は波状口縁部で、無文帯をはさんでその下部

に温泉マーク文を施文している。

2 . 5・11は抽象文の描かれている土器で、 2は、爪形文の下部に三角押文を施文している。

胎土は轍密で焼成は良好である。 11は胎土は粗〈、内面から断面にかけて煤が付着していた。

7は楕円横手背丈を施文する土器で、楕円文内には波状沈線文を充填している。胎土は粗い。

12・13は口縁部に隆帯で波状文を鮎り付けている。12は2条の隆帯を貼り付けた聞に波状隆帯

を貼り付けている。内面は轍密なミカ。キが施されていた。 13は口縁部上端部に波状隆帯を貼り付

け、その下部には横位の隆帯を貼り付けている。胎土は轍密で焼成は良好で、あった。

15-17は器面に隆帯を貼り付け、その隆帯上にキザ ミをいれるのみで、その他の部分には施文

をしていない土器である。 16は口縁部の破片で、いわゆる肩章文を隆帯で施しており、その上に

はキザミが施されている。無文部はミ yゲキが施され、轍密な胎土で焼成も良好で、あった。 17はキ

ザミを伴う 2条の隆帯で円文を描き、その中心部を縦位の沈線で充填している。色調は明褐色を

呈し、白色の砂粒が混入しているものの焼成は良好であった。 15-17に施文される隆帯はいづれ

も断面は「円」状になっており、縁取りを行っていると考えられる。

14・18-20は平出田類Aの土器である。14は体部下部、 18・19は体部上部、 20は体部中部の破

片である。

22・23は偏平な隆帯の上に縄文を施文しており、 23の隆帯の脇には爪形文を施文している。 22

は轍密な胎土で焼成は良好でbあり、 23は砂粒が混入しているものの焼成は良好で、あった。 24は口

縁部の破片で、やはり縄文を地文として口縁部直下に三角押文を引き、その下部に爪形文を 2条

両脇に三角押文を伴って平行に施文している。

第73図 1は器台の破片である。円盤の下に脚部がつくと考えられる。円盤の周囲にはキザミが

全周していると思われる。焼成は良好で、あった。
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1 :黒色土(炭ややまじる)
2 :黒褐色土 (炭まじる)
3 :暗褐色土(炭まじる)
4 暗褐色土(やや明る〈炭まじる)
5 褐色土(茶褐色土まじる)
6 :茶褐色土(小磯多くまじり、炭ややまじる)

7 黒褐色土(黒味が強〈、炭多くまじる)
8 褐色土(炭ややまじる、焼土まじる)
9 褐色土(ロームまじる)
10・賞褐色土(茶褐色土とロームのまじり)

11 明褐色土(炭ややまじる)
12 :褐色土
13 茶褐色土(粘質土)

720.400m 

一町才一
o 2m 

第 63図 第 10号住居右上実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 
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第N章 遺構と遺物

第11号住居祉

この住居祉はGN-88より検出されている。長径9m短径8mの梼円形で、今回の調査で最大

規模の住居祉である。住居祉壁際には柱穴があり、床面より 51cm-67cm掘り下げている。また、

住居祉の中央には、細長い石を使用した一辺およそ90cmの石囲炉を築いている。この炉の中央部

には土器片が出土しており(第57図17・18)埋斐炉であった可能性がある。炉の覆土の観察によ

ると、焼土が確認されず、上層において炭がわずかに出土していた。

また、住居祉西部の床面からは、完形の深鉢と体部下半部が横倒しとなって出土している(第

73図 2・3)が、住居祉の規模に対して土器片の出土量は少なかった(第67図~第69図)。

遺物

第67図~第69図は住居祉覆土を中心に出土した土器片である。多くの遺物が小片であり、土器

の全体を把握することができない。

第67図 1は隆帯をやや屈曲した口縁部上部と下部に横位に貼り付け、その聞を波状隆帯で充填

している。破片左端には補修孔がみられる。

2・7は円筒形の土器である。 2は器面を縄文で充填し、波状沈線を施文している。器面は白

褐色を呈している。 7は円形の磨消部の周辺に波状沈線を引いている。

3-6・8-16は隆帯の脇に爪形文を施している。隆起文を施文している 4・11は胎土に白色

砂粒が混入して粗〈、同一個体と考えられる。第67図10と第68図 Iは同一個体で、胎土中に雲母

と白色砂粒が混入し赤褐色を呈している。第67図13は白褐色を呈し、焼成は良好で、あった。

17-24は縄文時代前期前半の土器と考えられ、混入品である。

/ 

720.600m 

。褐色土(炭ややまじる)

。褐色土(ロームがブロ ック状にまじる。焼土まじる)

3 砂質ロム

25は沈線で曲線や押引き文を施文し、沈線の両脇に

角押文を施文している箇所もある。

26-32は抽象文を施文している。28は隆帯上にキザ

ミが施文されている。30は胎土が轍密で、焼成も良好

であった。31は爪形文聞に三角押文が縦位に施文され

ている。焼成は良好で、内面におこげが付着している。

32は第68図8と同一個体である。

第68図 3-12・14はパネル文を施文している土器で

多くが文様のモチーフが曲線状に変わり、 区画性が失

われた土器である。 3 • 4・10・11は規則性のあるパ

ネル文である。 3は組い胎土で爪形文内には角押文が

施文きれている。 4は白味がかった色調で胎土は鍛密

で焼成も良好で、あった。10は断面の内面側半分に煤が

付着しており、外面の文様は半肉陸線内を棒状の施文
4 褐色土(ロームに暗縄色土ま じる)

0 5Ocm具や半裁竹管状工具による押引文が施文されている。

第65図 第11号住居祉炉実演l図 S= 1/30 11は胎土は織密で焼成も良好で込あった。 5は白色砂粒
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721.500m 

l 黒縄色土(黒色味強〈、炭ややまじる)

2 黒褐色土(焼土多くまじり、炭ややまじる)

3 暗褐色土(黒色味を帯び、炭ややまじる)

4 暗褐色土(炭ややまじる)

5 暗褐色土(やや褐色味が強〈、炭ややまじる)

l 縄文時代の住居と遺物

『司、‘h』

。
(-55) 。

(-55) 

(-64) 

~国~
。
(-66) 。

@ 
(-58) 

5 

6 時褐色土(炭ややまじる)

7 茶褐色土(ややしまっている部分的に小蝶多くまじる。炭ややまじる)

7' 茶褐色土と暗褐色土のまじり

8 暗賞褐色土(茶褐色土とロームのまじり、粘質で炭ややまじる)

。 2m 

第 66図第 11号住居社実測図 S= 1/60 
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第N章遺構と遺物

@~ 

~Q 

将勝。13 。
第 69図 第 11号住居社出土遺物 (3)

4 

門

k
w
7

10cm 

が混じり、磨滅が著しい。 6は轍密な胎土で白褐色を呈し、焼成は良好である。 7は焼成は良好

である。 14は器壁が薄〈、区画文内はへラ切りで爪形文を作り、その内部に三角押文や半裁竹管

文による刺突が施丈されている。

13は胎土が轍密で焼成は良好で、あり、黒褐色を呈している。

第69図 1-8は有孔鍔付土器の破片である。 4は8と同一個体であり、 4には煤が付着してお

り、赤色塗彩がみられる。 5は休部の破片で、 4と同様に赤色塗彩の痕跡がみられる。11は内面

に補修孔のような穴をあけようとした痕跡がある。

第70図・第71図は石器である。第70図2は黒曜石製の打製石銀である。無茎のもので、完形品

である。第70図3・4・第71図 7は磨石である。 3・4が断面円形をしているのに対して、 7は

長方形を呈し、形態的に違いがあり、住居祉覆土の出土であることから混入品の可能性も考えて

おきたい。 5は叩き石の台として使用されていたようである。表面に小さな叩きによって生じた

と考えられる窪みがある。第71図 1-5は打製石斧である。短冊形をしたもの(2 )と綴形を呈
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しているもの(1・3-5)に大きく分

類される。 2. 5は刃部が欠損している

が2は唯一の短冊形と思われ、 5は援形

の中でも最も調整が細か〈施されている

と考えられる。 3は剥片を利用して石斧

としたものと考えられ、形に歪みを生じ

ている。

6は石匙である。表面に自然面を一部

残しているものの刃部は表裏ともに細か

く調整され、つまみの部分についても細

かい調整痕をみることができる。

「ーコ

縄文時代の住居と遺物

一顧議()-
C二コ

ζ二〉 2 

03cm  

5 。 10cm 

第 70図第 11号住居社出土遺物 (4)
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第 71図第 11号住居祉出土遺物 (5)

10cm 



l 縄文時代の住居と遺物

第 12号住居士止

GR-89より検出されている住居祉で、当初は PS- Pgおよび石囲炉が出土していたが、床面を

精査したところ、 P1- P4と、炉の部分が一段(約10cm)下がったところに土器片を伴う土坑が出

土した。この結果、柱穴が重複して出土していることや炉が2基出土していることから建替えが

行われたと考えられる。また、柱の本数や、炉の位置が移動している様子から考えると旧の住居

祉を拡張している可能性が高い。

旧住居祉は直径5.4m程の円形のフ。ランで4本の柱 (P1-P4、67cm-81cmの深さを測る)をも

った住居祉で中央部に炉のある住居祉と推定される。炉に付随する施設等は確認きれず不明であ

るが、覆土にはロームと焼土が混入していた。

新しい住居祉は 5本の柱 (Ps-Pg、66cm-91cmを測る)をもっ長径6.5m短径5.4mの楕円形プ

ランて¥およそ60cmの深さを測った。床面中央部やや北寄りに石固い炉が築かれており、炉体と

して使用きれていた土器内部の西側に焼土が出土していた。またこの炉の周辺には炉の内部にも

増して多量の焼土が広範囲にわたって発見きれている。

また P101.寸近のピットについてはその他の柱穴の規模等と比較するとやや小規模な印象である

ことから、補助的なものとして位置づけておきたい。

遺物

第73図5は旧住居祉の炉より出土した土器である。休部上部であるが、一部しか残存していな

い。爪形文を伴う隆帯で体部上部を飾り、下半部はへラ描き波状文をはきんで粘土紐を襲状に残

して文様化している。胎土には砂粒が混入しており、焼成もややあまい。

8はPSより出土した平出III類Aの土器である。上半部全体の1/4程度しか残存していない。

6 . 7はミニチュア土器である。 6は胎土には砂粒が混入している。 7は轍密な胎土で、焼成

も良好で、ある。内面は轍密にミガキが行われている。黒褐色を呈していた。

第76図 5・25・26はピットより出土した土器である。 5は10と同一個体で、砂粒が多く混入し

胎土は組い。 25は底部で器面全面に縄文が施文されている。これらの土器は PIOより出土してい

る。 26はPSより出土している。

1は隆帯の脇に爪形文を施文し、その下部に波状沈線を施文している。

2 . 3・13・14はパネルのモチーフが崩れた土器である。 2は轍密な胎土で淡褐色を呈し焼成

はややあまい。 3は胎土が轍密で焼成も良好で、ある。 14は内面に丁寧なミ 7ゲキが施されている。

6-9は抽象文を施文している土器である。 7は淡褐色を呈している。 9は轍密な胎土で、淡

褐色を呈し、焼成は良好で、あった。内面には轍密なミガキが施されている。

11は中心部にへラ状工具によるキザミを行っている。 12は内面にミガキが施されている。

15-19は体部に楕円横帯文を施文している土器である。 15には横位の押圧隆帝が施文されてい

る。 19は淡褐色を呈し、胎土は轍密で焼成は良好で、あった。

20-22は平出III類Aの土器である。

23-29・第75図 1・2は縄文を施文している土器である。
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第N章遺構と遺物

721. 200m 
6 

(ー21按

1 暗黄色土と黒褐色土のまじり
2 :暗賞色土(炭ややまじる)
3 暗賞褐色土(黒色土ややまじり、炭と小指大の小石ややまじる)
4 暗黄色土(やや茶色味がかり、炭と小指大の小石まじる)
5・暗賞褐色土(やわらかく、炭多くまじる)
6 時賞褐色土と黄色土のまじり (やわらかい)
7 :暗賀褐色土
8 :ローム

/ 

A 
720.400m 

D 、、、、

B 

B 

C D 
720.400m 

~ 
9 : 7層とロームのまじり (黄色味が強い) 16 
10 暗褐色土(褐色味が強〈、やや黄色味がかる)
11:賞褐色土(焼土まじる)
12 焼土

13:暗褐色土

14 褐色土(焼土まじる)
15 焼土(地山ロームややまじる)
16 :池山ロームと焼土まじ り

o 2m 

第 72図第 12号住居祉実測図 S= 1/60 (炉 S = 1/30) 
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縄文時代の住居と遺物

~[コ
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第 73図 第 10号~第 12号住居社出土遺物 (1) (6・7は1/2)
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第W章 遺構と遺物

第75図6は土偶腰部である。住居祉覆土からの出土であり、脚部および体部が欠損している。

文様は前面のみに施文されており、浅い三角形にも似たえぐりが左右対称に入れられ、その上部

にへその表現がみられる。へそから上半身に向かつて沈線が 1条引かれている。 5は有孔鍔付土

器の破片である。体部の破片である。

く二ミ〉

一品-8一連
てこ三己 2 

0 3 c m  

第 74図 第 12号住居祉出土遺物 (2)

7は外面に轍密にミヌゲキが加えられている。

8は浅鉢の破片である。

第74図は黒曜石製の石器である。 1は模形石

器の可能性もあるが剥器と考えられる。また 2

は剥片を利用した石器と考えられる。

第77図 1-5は打製石器である。 1・5は短

冊形の石器で両者とも完形品である。 2・4は

剥片を利用した石斧である。表面に自然面を残

し、刃部を中心に加工が施されている。 3は援

形の石斧であるが、刃部が失われてしまってい

る。 6は磨製石斧である。刃部に最大幅をもち

柄部にむかつて細くなっていくいわゆる乳棒状

石斧である。偏平でやや曲面の刃部はよく磨か

れている。
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l 縄文時代の住居と遺物
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第N章遺構と遺物

てミ〉
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1 縄文時代の住居と遺物

第 13号住居士止

GU-81より出土している。上部の包含層を掘り下げすぎてしまい、壁面を大きく破壊してし

まった。また、住居祉の北東部は調査区外となってしまい、未調査となってしまったが一辺が5.2

mの隅丸方形に近いプランとなっている。柱穴はP，-P3の3箇所が確認されている。また床面の

北西寄りには石囲炉があり、その下にはややずれて土器(第79図 4)が埋設されていた。石囲炉

は l片が 1mの方形であり、細長い石を 5個使用して築いている。埋聾炉の外面に焼土が出土し

たが、量的にはあまり多くなかった。

遺物

住居祉の床面からは第79図の土器が出土した。 3は住居祉北部より出土しており (No.1)、唯一

この住居祉で器形の判明する土器であった。縄文を地文として施文し、キザミを伴う隆帯を大き

くうねらせて貼 り付け、その間にへラ描沈線による三叉文を施文している。また体部下部には横

位のキザミを伴う隆帯を貼り付け、両脇に爪形文を施文している。全体にやや赤褐色を呈し、内

面にはミガキが加えられていた。 2は床の南西部に出土している。底部は失われており、体部に

ノfネル文を施文しているがやや崩れたモチーフとなっている。 4は埋窒炉として利用されていた

土器である。全体の1/4程度体部下部が残存していたが、縦位の隆帯を 2条垂下させ、その間にへ

ラ描の波状沈線を施文している。

第80図~第83図は覆土中より出土した土器である。

第80図 1は隆帯によって大きくモチーフを描き、その脇を沈線によって装飾している土器で、

雲母が混入し、焼成は良好で、あった。内面にはミカ、、キがみられる。

3は下部より指によって押圧を加えて波状隆帯とし、その上部に大きな押引文を施している。

第80図 5-18・第四図12・14-16は爪形文を多用している土器である。隆帯を曲線状に配して

その両脇を爪形文で施文している。また、この隆帯によって固まれた内部にはへラ描沈線による

三叉文や波状文(第80図 7・8・12)を充填したり、玉抱三叉文を施文している破片(第80図14・

15)もみられる。また、 8は内面に轍密なミカ、、キが施されており、 15の内面にはタール状に煤が

付着していた。その他、爪形文と隆帯の間に沈線を号|いて縁取りをしているもの(第82図14-16)

もみられる。第82図12・17は縄文地に爪形文を施文している。

第80図19-28は体部に抽象文を施文していると考えられる土器である。口縁部には縦位の沈線

を施文し、その後で縦位のへラ描文をヲlいたり (19・20)、縄文を地文としてその上に横位の波状

沈線や、円形に磨り消して無文部を作っている (25・26)。休部はキザミを伴う曲線状の隆帯の両

脇に爪形文を施文している (24・27・28)020は爪形文の屈曲部に隆帯を貼り付けて立体感をだ

し、破片下部にも爪形文を施文している。 21・24は組い胎土であった。27は焼成は良好で、あり、

爪形文の下部には半裁竹管状工具の押し引きによる波状文を施文している。

第81図 1-5は縄文を地文としてその上にへラ描き沈線文を施文しているものである。 2-4

は同一個体である。 1は内面に轍密にミカ、々が施されている。 5は胎土がやや粗い。

7 -14・16はパネル文を施文している土器である。半肉隆線で縦位に細長く区画したパネル文

-89一



第W章 遺構と遺物
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縄文時代の住居と遺物

を基本として、そのパネル内を沈線 (11)や、爪形文 (13)、温泉マーク文 (13)等で充填してい

る。また、基準の縦位区画には爪形文を施文した隆帯を使用している箇所 (11・14)もある。 8

は器壁が薄〈、やや白味を帯びた色調を呈し、焼成は良好で、あった。10は内湾する口縁部に縦位

の区画を施す体部が速なっていく 。口唇部は粘土紐を貼り付けて肥厚させており、焼成は良好で‘

あった。外面には煤が付着していた。13・14と同一個体と考えられるものの、全体の器形が把握

できないため、体部にパネル文を施文しているのかは疑問がのこる。12はキザミをもっ隆帯を波

状に貼り付け、その下部の区画された内部には縦位の沈線を充填している。この区画内はやや器

壁を肥厚させている。

18-21は横位の半肉隆線を基本としてその聞を縦位の沈線で充填している直線的な文様が施さ

れた土器である。この文様は中期中葉のモチーフとはやや異なっており、中期初頭の可能性もあ

る。この土器の胎土は粗いものの、焼成は良好で、あった。

三3

2 

3 

。 10cm 

第 79図第 13号住居枇出土遺物 (1) (3は1/6)
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縄文時代の住居と遺物
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第W章 遺構と遺物
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第 82図 第 13号住居枇出土遺物 (4)
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l 縄文時代の住居と遺物
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第N章遺構と遺物

第81図22-27・第82図 1-8は平出III類Aの土器である。ロ縁部は平行沈線で波状文を配して

いるものである。体部上部には粗い縦位の平行沈線を号|いて(第81図23・26・第四図 1・3-5) 

横位の抑圧隆帯(第81図22・24)をはさんでY字文のある体部下部へとつながっていく。体部中

部の押圧隆帯については、平行沈線による o状の区画のついた横位の平行沈線(第82図6-8) 

の場合もある。このうち 7・8は内面に轍密なミガキが施され、やや白味を帯びた滑らかな胎土

の土器である。

第82図9・10は口縁部上部に無文帯を残し、その下部には斜位の沈線を施文している土器であ

る。口縁部は外側に折り返して成形されている。

11は有孔鍔付土器の破片である。赤色塗彩の痕跡を残している。

第82図19-33・第83図は縄文を施文している土器である。第82図24はへラ状工具による沈線を

施文しており、工具の太き等から第81図 1-5と同系統の土器と考えられる。また、第82図20・

25・28・第83図 1-3は抽象文を休部に描いている可能性がある土器である。これらは縄文を地

文として隆帯を貼り付け、その周囲に爪形文や波状沈線文を施文しており、この下部を抽象文で

装飾している可能性が高い。第83図7は撚り糸状の細かい縄文が施文されている。

第84図は黒曜石製の石器である。いずれも剥片を利用して作られている。 1は剥片の鋭利な部

分を使用しての剥器である。〈びれ部を刃として利用している。 2は剥片の鋭利な部分を加工し

て錐として利用している。 3は周囲を調整加工して形を整え、石器として利用しているものであ

る。

録手一、一応3
Cごとこフ

c::> 3 

第 84図第 13号住居祉出土造物 (6)
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l 縄文時代の住居と遺物

第14号住居祉

GH-81より出土している。長径5.3mX短径4.5mの楕円形のプランで、現存する壁高は20cm

-50cmで、ある。住居祉の中央部には埋斐炉が検出されている。柱穴は Pl-P6が考えられるが、直

径20cm前後のものが多く、ほかの住居祉と比べるとやや規模が小さい。北西の壁際に直径 1m程

の土坑が出土しているが、この住居祉に伴うかは疑問である。

理費炉は直径45cm程で、体部は失われている。炉内の覆土中には焼土は確認されていない。

床面からは遺物の出土はなく、覆土中からの出土も少量で、あった。

72l. 400m 

P. (-33) 。 p， (-45) 

~\J 
。
P5 (-33) 

。
P 4 (-25) 

10 9 

@ 。

1 黒褐色土(黒色味が強〈、褐色士、炭まじる)

2 暗褐色土(茶褐色土まじり、炭ややまじる)

9 :暗褐色土(やや暗〈、炭まじる)
10・賞背褐色土(ローム)

3 茶褐色土(炭ややまじる)
4・暗茶褐色土(黄褐色土・茶褐色土まじり、炭ややまじる)

5 暗茶褐色土(4に近似)
6 :暗褐色土(黒色土まじる)

7 褐色土(地山ロームと茶褐色土まじり)

8 明茶褐色土(地山ロームややまじる)

11:明褐色土

12・暗賞褐色土(黄色土まじる)

13 黒褐色土

14 黒褐色土(黄色土まじる)

15 暗褐色土

16 :暗賞褐色土(粘質)

。

¥ 

G 
720.500m 

13 12 16 
-ー、.I J • / 

¥ 16¥t¥.チフf/j
I〓¥114/.J_/ 

115) ¥1、13

第85図第 14号住居祉実測図 S= 1/60 (炉:S = 1/30) 
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第N章 遺構と遺物

一盛-~-~
ぷζご〉 2 

03cm  

。 10cm 

第 86図 第 14号住居祉出土遺物 (1)

遺物

第86図 1は埋費炉として使用されていた土器である。いわ

ゆる斜行沈線文の土器で、胎土中には砂粒が混入し焼成はや

やあまい。 2は覆土中より出土している。全体に沈線によ っ

て装飾されており、色調は淡褐色を呈し焼成は良好で、ある。

第88図 1-11は、角押文を施文している土器である。 1は

やや白味を帯びる胎土で、区画内には角押文が施文きれてい

る。 2は沈線を中心とした施文で、縄文を地文として使用し

ている。砂粒が混入しており、胎土は組い。 3. 6・9は同

一個体である。轍密な胎土で焼成も良好である。 7には雲母

がやや混入し、焼成は良好でいある。 8は lと同様に区画内に

角押文を施文している。胎土は白味を帯びて轍密であり、焼

成は良好で、ある。10は雲母がやや混じり、胎土は轍密で焼成

第 87図 第 14号住居祉出土遺物 (2) は良好である。

-98一
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第W章遺構と遺物

12は隆帯を貼り付けた土器で、胎土中に砂粒が混入している。15は胎土が綴密で焼成も良好で忌

ある。18・21-23は縄文を地文として沈線で装飾している。22は円管文を貼り付けている。28は

平出田類Aの土器である。

第89図 lは外面と断面に煤が付着 している。 5-7.9・10は縄文を地文として半肉隆線でパ

ネル状に区画している土器である。半肉隆線は 2条-3条施文されている。

13-26は縄文を施文している土器である。
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2 単独埋設土器

2 単独埋設土器

今回の調査城の東寄り、第14号住居祉と第 3号住居祉の間にあたる地点に、遺構とは別に独立

して有孔鍔付土器が埋設されていた。この土器は全体のおよそ1/2が欠損しており、底部はほぼす

べて残存していた。土器は遺構検出面の高きで、体部上半部まで埋設されており、鍔を巡らせた

部分より上部が土器内部に落ち込んでいることから、埋設時には口縁部のみ地表に出ていた可能

性が強い。

この有孔鍔付土器は休部中部に最大径を持つ、いわゆる樽形を呈しており、口縁部は垂直に立

ち上がっている。日縁部下には鍔をつけ、その直上に穴を穿孔している。体部には隆帯による簡

素な文様が施文され、体部上部には横位の隆帯を l条巡らせ、そこに 3個の把手が付けられてい

る。把手は挟られているが穿孔はされておらず、紐等を通すことはできない。胎土は綴密で焼成

も良好で‘ある。

も

~ 
721.000m 

。 50cm o 10cm 
ヒzコ=ヒゴ

第 90図 単独埋設土器実測図 S= 1/20 第 91固 有効鍔付土器実測図
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第N章 遺構と遺物

3 縄文時代早期の竪穴と遺物

第 l・2号竪穴

GM-91より出土している。この付近を精査中に、押型文土器片が多量に出土したために、綿

密に調査した結果、竪穴が重複して出土した。第 l号竪穴は遺物の出土が少なく、第 2号竪穴に

集中して出土している。第 1号竪穴は直径3.7mX4mのやや楕円形を呈しており、断面皿状を呈

している。全体的に黒色系と暗褐色系の土で覆われている。柱穴等は確認できなかった。第 2号

竪穴は直径3.5mの円形を呈している。現存する深さはおよそ20cmで、あった。覆土は黄色系の土で

占められていた。

遺物

この竪穴からは押型文が出土しており、そのほとんどが楕円文であったが、一部複合鋸歯文や

格子目文がみられる。また、第 2号竪穴では縄文や、半裁竹管状工具による沈線で施文している

¥ 

721.572m 

E
N
ド
的
。

H
Nhh

11 io 12 11 12 11 9 
1 黒色土 (赤褐色味を帯びる.木炭わずかにまじる)
2 黒色土 (木炭わずかにまじる)
3 黒褐色土
4 暗褐色土

5 黒褐色土と貧褐色土のまじ り。小型軽まじ る
6・暗賞褐色土

7 貧褐色土 (8と地山ロームとのまじり 。中・小磯多量包含)
8 黄褐色土 (池山剛噴 ローム上の小磯含む。粘性ロームか)
9 暗賞褐色土(黒褐色土斑状にまじる。 小標含む)
10 縄色土 (やや赤褐色を幣ぴる。小型車含む)
11・賞褐色土(やや赤褐色を帯びる。小型軽含む)
12 :明賞褐色土(小磯含む) 0 2m 

第 四図第 1・2号竪穴実誤u図 S= 1/60 
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3 縄文時代早期の竪穴と遺物

土器も出土しており、早期の遺物と共に、前期の遺物かと考えられる土器も出土していることか

ら時期の確定は難しい。
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集石と造物4 

集石と遺物4 

第|号集石(第96図)

集石といっても特に密集している状態ではなくおよそ 3mX2mの範囲に直径10cm程の石がや

や集中しているといった様子で検出されている。集石の下部に遺構は確認されておらず、平面的

に石が集中している。

物(第95図17・18)

この集石の調査中に出土している遺物は第93図17・18であった。 17は隆帯によって大きく区画

を行った後に爪形文で装飾している土器である。外面の口縁部付近に煤が付着している。胎土は

遺
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S = 1/30 第 1号集石実測凶
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第W章遺構と遺物

~Ð 
~ 

Q 

G 。

o 50cm 

第 97図 第2号集石実測図 S= 1/30 

轍密で焼成も良好で、あった。外面は褐色を呈し、内

面は淡褐色を呈していた。 18は縄文を施文した土器

である。比較的薄手の土器て¥焼成は良好で、あった。

なお、内面には煤が付着している。

第 2号集石(第97図)

直径10cm程の大きさの石が1.8mx 1.6mの範囲に

分布している。この集石の隣には土坑が出土してい

るが集石との関係は不明である。

遺物(第95図19-34)

第93図19-34が集石の調査中に出土した遺物であ

る。 19・20は同一個体である。 4単位の波状口縁を

持つ土器で、半裁竹管状工具による平行沈線によっ

て器面に曲線文や縦位の直線文を施文している。胎

土は轍密で、焼成も良好で、あった。外面は暗褐色を

呈し、内面は淡褐色であった。縄文時代前期末葉の

土器と思われる。

21・22・24・25・27は同一個体と考えられる。やや先端を尖り気味にっくり出し、器面には縄

文を地文として施文し、口縁部直下には半裁竹管状工具による平行沈線文が横位に施文きれてい

る。この平行沈線文の下部には隆帯による曲線文が貼り付けられ、その上部脇には平行沈線がひ

かれている。この土器は胎土中に大きめの砂粒が混入されておりやや粗い胎土であるが焼成は良

好である。また、内面には横位のミガキが観察される。 21・24は暗褐色を呈しているのに対して

22・25・27は褐色である。

28-30・32-34は直線的に立ち上がる体部にやや膨らみをもちながら広がっている器形の土器

である。口縁部上端部付近には交E刺突による波状文が施文され、その直下から横位や縦位の半

裁竹管状工具による押引文が施丈されている。体部には縦位の隆帯を貼りつけている。 28と30・

29・32はそれぞれ同一個体である。

23は縄文を地文としてその上に施文しており、体部下半には結節縄文もみられる。 26は縦位の

平行沈線が密集して施文している。

31は半裁竹管状工具を使用した平行沈線で「日」状に施文し、内部に格子文を充填している。

胎土は砂粒が混入されており、淡褐色を呈している。

-108一



5 集石炉と遺物

5 集石炉と遺物

第|号集石炉(第98図)

この集石炉はGL-79より出土しており、およそ60crn四方に集中している。長径1.2m短径 1m

の楕円形に掘られた土坑の西隅にまとまって出土している。土坑内には直径30crn前後の石が 1個

出土している。

第 2号集石炉 (第99図)

G J -79より出土している。検出面では比較的少量の出土であった。直下の土坑は直径55crnの

不整円形で、 15crn程掘り込んだ底部には偏平な石が敷きつめられていた。この土坑の覆土からは

少量の石と炭が出土している。石は焼石であった。

第 3号集石炉 (第101図)

GL一76より出土している。第 2号集石炉

よりも石の量は多く、土坑内にも多くの焼石

が入っており、その覆土中からは炭が出土し

ている。石は直径 1mに集中していた。直下

の土坑は直径70crnの不整円形で、深さ20crnを

測り、底部には石が敷かれている状態が確認

されている。

第 4号集石炉(第100図)

GB-74より出土している。直径60crnの円

形に集中して出土している。集石炉の下の土

坑は別に掘られたと考えられる直径60crnの不

整円形の土坑を切って掘り込んでいる。この

集石炉は遺構検出面の表面に石が集中して出

土している。集石炉下の土坑は直径60crnの不

整円形で、 15crn掘り込まれた土坑底部には、

石が敷きつめられている様子は確認されなか

った。

721. 192m 

。 50cm 

第 98図 第 1号集石炉実測図 S= 1/20 
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第W章遺構と遺物

A

W

m

 

。

721.062m 

黒色土(炭ややまじり、やわらかい)

黒色土(炭ややまじり、しまっている)

暗賞褐色土

。 50cm 

第 99図第2号集石炉実測図 S= 1/20 

~ 
721. 172m 

1 褐色土(ローム混入)

2 褐色土(茶褐色浪人)

3 黒褐色土(木炭粒含む) 。 50cm 

第 100図第4号集石炉実測図 S= 1/20 
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/ 第 5号集石炉(第102図)

G 1 -86から出土している。

遺構検出面には密集した状態で

は出土せず、比較的まばらであ

った。この集石炉の下に掘られ

ている土坑中には焼石が入れら む

れていた。この石と共に覆土中

からは炭が出土している。土坑

は直径50cmの円形で、底部には

石が敷かれていた。

第 6号集石炉 (第103図)

この集石炉は今回調査されて

いる集石炉のなかではやや異質

の遺構で、直径20cm程の大きさ

を測る大きめの石を中心に十数

点の石で構成されている。上部

が削平されてしまっている可能

性も考えられる。石の底部に、

浅い掘り込み状の土坑が検出さ

れている。

第 7号集石炉 (第104図)

調査区の北東部より出土して

いる。直径70cmの円形に集めら

れていた。検出された石は比較

的集中していたがその下部には

土坑は出土せず、横に直径 1m 

程の不整円形で、深き35cm程の

土坑が出土している。この土坑

は褐色系の土が覆土の中心を占

めているが、集石炉との関係を

明らかにする資料は出土してい

ない。

721.154 m 

5 集石炉と遺物

ロ 。

721. 154m 

~ 
。 50cm 

第 101図第3号集石炉実測図 S = 1/20 
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第N章 遺構と遺物

てう

‘b 。 β 

て土b

¥) 

721.073m 

721.073m 

げ、0
0

ρ 

o 
fJ7J 

。

第 8号集石炉(第105図)

G J -76から出土しており、

直径30cmの円が中心となる比較

的規模の小きい遺構である。こ

の集石炉の横にやや石がまとま

って出土している。

第9号集石炉(第107図)

GL-67に出土している。石

の量はあまり多くなく、比較的

まばらであった。この集石炉の

西に接して長径1.2m短径0.9m

の楕円形の土坑が出土している。

この土坑の深きはおよそ40cmで

あった。

第10号集石炉 (第108図)

この集石炉はロームマウンド

に接して出土し、当初、遺構の

把握が充分でなかったため、集

石炉のプランを検出することが

できなかった。石は遺構検出面

に薄〈出土しており、およそ 1

m XO.5mの楕円形の中に集中

して出土していた。下層から石

は出土していない。

50cm 

第 102図 第5号集石炉実測図 S = 1/20 
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5 集石炉と遺物

/ 

721. 457 m 

。 50cm 

第 103図 第 6号集石炉実測図 S = 1/20 

『ミマ乙十一 o 

。

~~ 

721.302m 

QJ9cf?:J人¥一一
I 灰褐色土

2 褐色土(やや粕質)

3 褐色土(粘質土)

4 : 2と同じ

5 褐色土(2・4よりやや暗い)

6 褐色土(小石まじり)

7 :黒褐色土と灰褐色土のまじり

8 褐色土(灰色粘土がまじる。焼石入る)

。 50cm 

第 104図第7号集石炉実測図 S = 1/20 

。。



第W章 遺構と遺物

/ 第11・12号集石炉(第106図)

、九;静
これらの集石炉は調査時の

ミスによって平面図しか記録

することができなかった。

第11号集石炉は、 1 m四方

D ~ に石がまとま って出土してい

る。石の数はそれほど多くは。 はなかった。

第12号集石炉は1.2mXO.7

d mの範囲で出土しており、比

較的密集した形で出土してい

る。

721.159m 第13号集石炉 (第109図)

この集石炉はGM-76に出

土している。直径50crnの円形

を呈していた。この遺構の下

。 50cm には土坑が検出されているが

この覆土内には石や炭の共伴
第105図第8号集石炉実測図 S = 1/20 

はなかった。土坑の深さはお

12号
。 50cm 。 50cm 

第106図 第11・12号集石炉実測図 S = 1/20 
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5 集石炉と遺物

第14号集石炉(第109図)

GM-77より検出されている。直径20cm程の石を中心にして小さな石が集まって構成されてい

る。この遺跡の集石炉の中では小規模な遺構であった。集石炉の下には10cm程の落ち込み状の土

坑が確認されている。

。

Gヨ

721. 295m 

l 黒褐色土

2 暗褐色土

3 暗賞褐色土

4 黄色土 I
5 :黄色土II

。 50cm 

第 107図第9号集石炉実測図 S = 1/20 
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第W章遺構と遺物

第15号集石炉 (第110図)

この集石炉は調査区の南部よ

り出土しており、中世の柱穴に

よって中心部が掘り込まれてい

た。石は lカ所に集中している

状態ではなく、約 2mの範囲に

散在するように出土していた。

集石の中心部よりやや北西寄り

には、焼石を伴う土坑が検出さ

れている。

第16号集石炉 (第112図)

約 3m四方に散在して検出さ

れた集石炉である。この集石炉

は直径30cm程度の石を周囲に伴

いその内部に10cm程の石が集中

している。この石の集中してい

る箇所の南東部寄りに直径70cm

程の土坑が出土している。

、
721.067m 

。

イミ飽ま

721.087m 

。 50cm 

第 108図 第 10号集石炉実測図 S = 1/20 

、く人一由説

50cm 

721.037 m 

1 黒褐色土

2 暗賞褐色土

3 ローム 。

第109図第 13・14号集石炉実測図 S = 1/20 

-116一
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721.272 m も 。

5 集石炉と遺物

ら

。 50cm 

第 110図第 15号集石炉実測図 S = 1/20 

第17号集石炉 (第113図)

第11号住居祉の壁際に出土している。直径90

cmの円形に石が集中しており、この直下には80

cmX60cmのやや楕円形を呈する土坑が出土して

いる。この土坑の中からも、焼石が出土してい

る。

第 18号集石炉 (第111図)

直径 1mの範囲に集中しており、直下には土

坑が掘られていた。土坑は直径70cmの円形で、

覆土中に石が入っていた。土坑の底部には偏平

な石が9個敷かれていた。

ヴ

t
咽
E
A

唱

E
A

720.924m 

。 50cm 

第 111図第 18号集石炉実測図 S = 1/20 



第W章遺構と遺物

ワ。 b 

、ご訴o 9 
も

b 
d 

? 
〈ノ

喝さ~-"'~
。

てふ_:7 )/  
D モデ

ρ 

。も

3 ρ 

。。
く3

。

第 112図第 16号集石炉実測図 S = 1/20 
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第19号集石炉(第114図)

直径 1mの範囲に集中しており

直下には土坑が掘られていた。土

坑は直径70cmの円形で、覆土中に石

が入っていた。土坑の底部には偏

平な石が9個敷かれていた。

第20号集石炉 (第115図)

第13号住居祉の床面より出土し

ている。北東隅は調査区外となっ

てしま った。直径およそ50cmの範

囲に石が集中しており、その底部

に直径70cmの土坑が掘り込まれて

おり、その底部に直径70cm程度の

範囲に石が敷かれていた。

遺物

第116図に図示した遺物がすべ

てである。

1 -8は第 2号集石炉から出土

している遺物である。 1. 2・5

は平出III類Aの土器である。 1に

は地文に縄文が施文されている。

3・4 • 6・8は縄文を施文して

いる土器である。 8は口縁部で、

口唇部には指による押圧が加えら

れている。 7は縄文を施文した後

にへラ状工具によって縦位の波状

文を施文している。

9は第 3号集石炉より出土して

いる土器である。体部上部の破片

と考えられ、縦位の平行沈線を施

文し、その下部に横位の沈線が引

かれている。

5 集石炉と遺物

〈ゴム十ー

匂

721.022 m 

5POGも

721.022 m 

。 50cm 

第 113図第 17号集石炉実測図 S = 1/20 
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第W章遺構と遺物

岱ぞ認参ら 。/ 
街可P ミ敬司tbhw 

もRZ込入
也

~ 
夫会2乞ぷ1I'ií~ ~ / 

、A ~ 

DO 

720.837m 

賞褐色土(黄色土の混入)
H音質褐色土

黒色土(木炭層? 木炭が混入)

黒褐色土(黒味がある)

¢ヲ

¥ 

~ 

720.837m 

第 114図第 19号集石炉実測図 S = 1/20 

720.828m 

。

第 115図第 20号集石炉実測図 S = 1/20 

- 120一
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集石炉と造物

10-23は第13・14号集石炉より出土している遺物である。10は休部下部であり、へラ状工具に

よる沈線を施文している。11は押引文を施文している土器である。12-19・22・23は条痕文系の

土器である。いずれの土器にも胎土に繊維を含有している。20は結節浮線文を施文している土器

である。 21は横位の隆帯を貼り付け、その後に縄文を押圧している。 1-11は縄文時代中期の遺

物と考えられ、集石炉に伴うか疑問が残る。20は前期末葉の土器で、混入品の可能性が考えられ

5 
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第N章遺構と遺物

6 土坑と遺物

今回の調査で出土した土坑のうち、遺物が出土している土坑を中心に掲載した。

第 l号土坑 (第117図) 、
長軸 1m・短軸O.7mの楕円形を呈しており、南部にピットが重複してい /'/一i¥ヘ

一

る。覆土は暗黄色系の土で占められており、断面は皿状で浅い。 ¥¥__)O)
遺物(第118図 1・2) 1号

1はへラ状工具に よって斜位の沈線を施文しており、 2は半肉隆帯によ

ってパネル文を描き、内部に縄文が充嘆きれている。 1可2オ

第3号土坑(第117図)

黒褐色土

暗貧褐色土(黄色粒混

入)
3 暗賞褐色土 (2より賞

長径65cm・短径50cmの楕円形で、深き25cmを測る。覆土は暗褐色系の土

で覆われていた。

色味やや強い)

4 賞褐色土

5 黄色土(やや褐色味を

帯びる)

遺物(第118図3・4) 

3 . 4は粗い胎土で、縦位の沈線を施文している。

第4号土坑 (第117図)

長径60cm・短径40cmで、暗黄褐色系の覆土で、覆われていた。

第5号土坑 (第117図)

1m四方の隅丸方形を呈しており、断面皿状を呈している。

遺物(第118図5) 

半裁竹管状工具で縦位に平行沈線を施文している。

~ ~ ~ 
-ω忌-&~号

3実習; 浮手
暗褐色土(茶味が強い)

暗褐色土(黒昧が強い)

時褐色土(賞色味が強い)

賞褐色土

暗褐色土
暗賞褐色土{賞味が強い)

暗賀縄色土

暗賞褐色土

時賞補色土
賞褐色土(賞色が強い)

721. 072 m 

4ミヲキ
黒褐色土
暗褐色土(小石・炭を含む)

暗褐色土

賞褐色土

時賞褐色土
暗褐色土(小指大町小石含む)

o 1m 
ヒzコ==ニニニニニニゴ

721.272m 

14 

賀褐色土(黄色土と褐色土町混合土)

貨褐色土(賞色土と褐色土の混合土)
賞褐色土

7号

賞褐色土(小指大町小石がやや浪人.褐色味が強
い)

暗責褐色土(褐色味が強い)

茶褐色土(黄色味を帯び、やや赤い)

賞褐色土(黄色味がやや強い)

賀褐色土(黄色味が強〈、黄色土に近い)

9 暗褐色土(賞色土やや混入)

10 黄色土
ll: 7と近似。やや明るい

12 賞褐色土、 8と近似

13 賞色土(やや褐色聴を帯びる)

14 暗賞褐色土
o 1m 
ヒzエ=ニヒニニ-ゴ

第 117図 第 1 ・ 第 3~7号土坑実測図 S = 1/60 
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6 土坑と遺物
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第N章遺構と遺物

第 6・7号土坑(第117図)

第6号土坑は、直径1.2mの平面円形で、深さ30cmを測る。

第7号土坑は第 6号土坑を切って掘り込まれている。長径1.7m、短径1.5mの楕円形で、 60cm

の深きとなっている。覆土は第 6号土坑と閉じく黄褐色系の土で占められている。断面を見ると

土坑西部の壁面に沿って黄色土が見られるが、この土は地山の可能性も考えられる。

遺物(第122図 1) 

Iは第 6号土坑より出土している。浅鉢の破片で込上部には把手が付けられている。体部には縄

文が施文されている。

第 9号土坑(第119図)

直径1.1m、短径O.8mの不整椅円形をしており、断面は皿状を呈している。覆土は全体的に黄

色系の土で占められている。

遺物(第118図7・8) 

7は半裁竹管状工具による斜位の平行沈線を密に施文している。焼成は良好である。 8は横位

の沈線を口縁部直下に施文し、その下部に斜位の沈線を施文している。胎土はやや粗い。

第10号土坑 (第119図)

直径1.2m、短径O.9mの楕円形で、断面は丸底の碗状である。土坑内は黒褐色系の土で覆われ

ていた。

遺物(第118図 9) 

9が出土した遺物である。沈線によ ってレンズ状文を施文している。

第14号土坑(第119図)

直径1.3mの円形をしており、壁面が垂直に立ち上がる土坑である。遺構検出面で‘直径30cm程の

石が土坑内より出土している。覆土は暗褐色や賞褐色の土で占められていた。

遺物(第118図12-17)

12-17が出土している。12・13は横位の押圧隆帯が巡らきれ、この隆帯を境に上部は横位のミ

ガキ、下部は縦位の薄い沈線が密に施文きれている。12-15は同一個体と考えられる。

16は条線文が斜位に施文されている。

17は沈線によって文様を施文している土器である。

第20号土坑(第119図)

直径1.3mの円形で、壁面が垂直に立ち上がっている。覆土は暗褐色系の土で覆われている。

遺物(第118図21-24)

21-24が出土している。21は平行沈線を縦位に施文している。23は横位の隆帯を貼り付け、下
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土坑と遺物6 

む
ー

部に縄文を施文している。 24は縄文を地文

とし、波状沈線を検位に施文している。

2;ミぞ4

第21号土坑 (第119図)

長径1.3m、短径 1mの楕円形で、壁面は 721.172m 

℃3F2 
1 賞色土{やや晴、、}

2 貰色土
3 褐色土と貰色土町混合土

垂直に立ち上がっている。

遺物(第118図25-34)

25-34が出土した遺物である。 25-27は

l 黒褐色土
2 黒褐色土(やや龍土混入}

3 黒賞禍色土

4 暗貰蝿色土 1 
1近似色

5 暗貰褐色土 J 

縄文を施文している。 28は輪積痕を援状の

一行乙』
地文としている。30・31は隆帯上に矢羽根

状のキザミを施している。 29・32は細い沈 ¥

問

グ

/
/
¥、

h

線を号|いており、 33は太めの沈線を山形状

に施文している。 34は平行沈線による施文

を行っている土器である。

_ V 1 4 3 

Vトぷそか巧ペ「
kμか可，，(ι7

7代おJd(

第25号土坑 (第119図)

長径1.5m・短径0.9mの楕円形で、断面

皿状を呈 している。
l暗同色土(民が多量にまじる)

2 暗蝿色土(農が混入)

3暗縄色土(少量的民と小石まじリ)

4暗賀補色土(小石混1.:'))

5暗褐色土(1-3よリ黒.."r<小石混じり)

6暗貰褐色土(蝿色がかる)

7 貰褐色土{黄色が強い}

8暗褐色土(5と類似}

9暗貰褐色土(6と瓢似、きめの細かい土)

l黒褐色土

2 暗褐色土(IV楢少しまじる.最土、*肱撤量

青む)
3 褐色土(VI層とIV車問まじゅ)

4: ~黒褐色土(色調最も暗い. 最土徹量含む}
5暗褐色土(IV層少しまじる)

6暗褐色土(本脱微量含む)

7 明褐色土(地山賀背褐色枯土に褐色土少し

まじQ.木股微量含む}

物(第120図 1-14) 

1 -14が出土遺物である。 1-4は半裁

竹管状工具を使用しての平行沈線を密に斜

遺

21号 29号

721. 372 m 

721.072 m 7 

4 

5 
1暗褐色土(本民多〈含む.'J、曙含む)

2 暗蝿色土

3黒褐色土

4:111禍色土(褐色土(ローム)まじ正木毘含む)

5 :111褐色土(色調黒色に近い)

6県禍色土('1、曙少し含む)
7 暗賀補色土(竪町〈ずれか1
8 黒褐色土

9暗幕蝿色土

10茶褐色土
11暗褐色土(貫禍色土少しまじリ}

第 9・10・14・20・21・25・29号土坑実測図 S= 1/60 

夜中亭7l暗縄色土木股徴量含む

2 鼎褐色土木民徹量含む

3晴賞縄色土
4 胤褐色土(2よりも色調やや暗い)

5 貰同色土(7に近似.一度掘りあけた地山

ロームか)小躍含む

6暗褐色土(地山ロ ム少しまじる)

7暗貧梢色土(地山ロムと暗褐色土町まI.:'J)

1 暗事相色土(木炭含む)

2 黒褐色土{貰褐色土まじり、木農わずか含むd
3 賀惜色土
4 暗闘色土

o 1m 
ニニ=

第 119図
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位やレンズ状に施文した土器であり、 5はその平行沈

線を施文した後に沈線を施文している。 6・8・9は

爪形文を施文している土器である。 9は三角押文が施

文されている。 7は隆帯で楕円文を施文し、内部には

縄文を充填している。 10は沈線で文様を描いている。

12は縄文が施文され破片上部には爪形文がみられる。

6 土坑と造物

『守ム←

13は横位の押圧隆帯を施文しており、その下部には縦 721. 172 m 

位の集合沈線が施文されている。

第29号土坑(第119図)

この土坑は、長径およそ1.3m、短径0.8mの楕円形

の土坑を切って掘り下げており、直径 1mを測る円形

となっている。深さはおよそ0.6mで、壁は垂直に立ち

上がっている。覆土は時褐色と黒褐色の土で占められ

ている。また、土坑の中層で偏平な石が集中して出土

している。

遺 物(第120図16-26・第122図3・4) 

第120図19-21・23・26は半裁竹管状工具を使用して

平行沈線を施文している土器である。このうち19は沈

線施文後に幅広の沈線を、器壁を扶りとるようにして

施文している。17・22はやや太めの沈線をもちいて山

形文や、「日j状 ・波状文を施文している。

第122図3は体部の破片で、横位の綾杉文が一面に施

文されている。破片上部には一条の横位の平行沈線文

もみられる。 4は体部上部で、縄文が前面に施文され

ている。

第31号土坑(第121図)

長径2m・短径1.5mの楕円形を呈し、テラスをもっ

。38号

。
37号

。
36号

。35号

o 1m 

第 121図第 31 ・ 35~ 38号土坑実演~図

た断面 iVJ字状の土坑である。この土坑北部の浅い箇所には焼土が出土している。

遺物(第120図27・28.第123図 1) 

第120図27は口縁部に温泉マーク文が施文きれている。第123図1は土坑の上部に出土している。

底部は丸〈欠損しており、打ち欠いたようにも考えられる。また、休部上半部も失われている。

外面には沈線による綾杉文が施文され、底部付近では横位の平行沈線が 1周している。
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第N章遺構と遺物

¥時J
2 

3 

4 

。 10cm 

第 122図土坑出土遺物 (3) (第 6・29・42号)
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6 土坑と遺物

9 

。

第123図土坑出土遺物 (4) (第 31・35・39・40・42・43号)

第35号土坑~第38号土坑(第121図)

第35号土坑は直径50cmの楕円形、第36号土坑は長径80cm・短径

60cmの不整円形、第37号土坑は直径70cmの隅丸方形、第38号土坑

は長径65cm.短径45cmの楕円形をそれぞれ呈している。

遺物(第123図 2) 

2が出土しているのみである。外面に細線文を施文している。

第40号土坑(第124図)

直径1.2mの楕円形を呈しており現存する深さは50cmである。こ

の土坑の北西部にはロームマウンドが切り合っているが前後関係

は不明である。

遺物(第123図 4-6) 

4は口縁部の破片である。外面には山形文の押型文を横位に施

文している。 5. 6は縄文が施文されている土器である。両者共

に斜位に縄文を施文している。

n
u
d
 

n
J

“
 

唱

B
A

721.300m 

o 1m 
ヒ=二E工主==

第 124図第40号土坑実測図

12 

10cm 



第W章 遺構と遺物

7 遺構外出土の遺物

今回の調査では遺構外から約1，620点の遺物が出土しているが、紙面の都合上、縄文時代早期お

よび晩期の遺物を中心に掲載している。

第125図 1-14は押型文を施文している土器である。1-8は楕円文を施文しており、 1-3・

6-8は横位に施文原体を使用して施文している土器片で、 1と2は同一個体の可能性が高い。

5は斜位に押型文を施文している。文様はあまり明瞭とはいえない。

9 . 14は山形文を横位に施文している土器である。両者共に口縁部の破片で、口唇部にはへラ

状工具によるキザミが施されている。また、 14は破片下部に補修孔が穿たれている。

10-13は市松文を施文しており、 11は縦位に施文原体を使用している。

写真図版30下段は図面に掲載していない押型文である。 2-9の市松文を中心に、 10-12の楕

円の押型文などがみられる。 1はキ蹄佐な施文具を使用して文様を施文している。11はネガティブ

な押型文である。

15-23・図版34は器面に沈線を施文している土器である。 15・17は胎土中に砂粒が混入きれて

いるために粗い。16・18.20は棒状の工具によ って沈線を施文し、その脇を斜めに工具を使用し

て刺突している。内面には条痕文はみられず、横位のナデが施きれている。また、 19には内面に

条痕文が確認できる。21-23は体部の破片である。21は内・外面共にヨコナデ調整を行っており、

22・23は内・外面共に条痕文がみられる。

写真図版34の3・5・9-13は図面に掲載していない土器である。 5は施文部下半でやや内側

に屈曲しており、体部中部の破片と考えられる。11には縦位の陵帯が貼り付けられ、その上に竹

管状工具を使って押圧を加えている。

第126図は条痕文が施文されている土器である。1は外面に条痕文を明瞭にとどめているが、内

面にはナデが観察される。 2・3は内・外面共に不明瞭な条痕文が観察される。 5・11・12は同

一箇所に複数団施文原体で調整したために擦痕状になっている土器である。いづれの土器も内面

にも明瞭な条痕文をとどめている。 6. 7・9は外面に条痕文がみられる土器で、 6は内面の条

痕文は不明瞭ではあるが、いづれも内面に条痕文を施文している土器である。

4は口縁部の破片であり、比較的薄手の器厚で、淡褐色を呈していた。外面には羽状縄文が施

文されているが、不明瞭である。

8・l3は外商に擦痕状のナデが施されている土器である。13は縄状のものが原体として使用さ

れていたのか一部に縄文が観察される。内面は両者共にヨコナデ調整が施きれている。

また、写真図版31は外面に縄文を施文した繊維を胎土に混入している土器である。写真図版33は

文様等が判明しない繊維土器である。
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第127図は縄文時代晩期の土器である。

1は浅鉢の破片である。体部と口縁部の

屈曲部には沈線を l条巡らし、その下部の

屈曲部にへラ条工具でキザミを施文してい

る。体部はミガキを行って平坦に仕上げて

いる。内面は屈曲部に隆帯を貼り付け、体

部には横位に沈線を引いている。器壁は粗

〈調整痕は確認できない。 2は鉢の破片で、

口縁部直下に隆帯を貼り付け、その上に刺

突を加えている。休部はヨコナテ。を行って

いる。内面は外面よりもていねいなヨコナ

デ調整を行っている。外面には煤が若干付

8 掘立柱建物社

も~.;~;::~':~;~
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着していた。 3は鉢の口縁部である。数カ "I:;i})'.'" 2 

所に山形の突起を作り出していると考えら r九γ子j Iγ 
れ、その突起から酬を垂下させ、抑圧を 喧 J 控『24 J dsmjfヰ ハ
加えている。 4は鉢または斐の体部とれ ;お務(~/J WM古 川

一 一 ー
られる。破片全面に横位の突帯を貼り付け、 合 4 ‘早 ム「

上部にはレンズ状付帯文を施文しているo r ← .. 4 

また写真図版36の土器も同時期の土器と考

えられる。 5・6は晩期の土器か疑問が残

る。

今回の調査では中世の建物祉と考えられ

る掘立柱が出土している。建物の規模が明

確に判明する遺構はないものの、少なくと

も8棟程度は時期が前後しながら建っていたと推察できる。

このうち、第 3号建物祉と、第 4号建物祉は比較的柱穴の並びが明瞭で、、 3間x4聞の建物が

長軸を90度ずらした形で時期が前後して建っていた可能性が考えられる。また、第 5号建物祉は

3間x3聞の方形の建物と推定できる。第 1号建物祉と第 2号建物祉は柱穴が無数に出土してお

8 掘立柱建物祉
~': '， ..， 1 

v 、. o 3cm 
ヒ-コ--工-コ

第127図遺構外出土遺物 (3)

り、およそ 2棟の建物が存在していた可能性が考えられる程度である。第6号・第 7号建物祉は

3間X4聞の建物が2棟建っていたと考える事ができるが、第 8号建物祉についてはその存在は

疑わしい(第 4図参照)。

これらの建物は主軸が2種類あることから重複して建てられている建物社も考え合わせると大

きく 3時期に分けることができそうである。

今
、
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第V章 まとめ

第V章ま と め

ここでは、当地域とは異なった様相を示している土器を中心にまとめてみたい。

まず、他地方の土器としては、第35図2・第59図19-24があげられる。第35図2は第 6号住居

祉から藤内 I式の土器と重なりあって出土しており、東海地方の山田平式に相当すると考えられ

る。この時期の土器は東海地方においてもこれだけ大型の土器の出土例が少なく、非常に貴重な

例といえよう 。第59図19-24は小型ではあるものの、第33図 2と同様な器形をしていると考えら

れ、口縁部の屈曲部には連鎖状文がみられる。これらの土器は山田平式の次の型式である子種式

と推定きれる。子種式の土器についても、山田平式と同様に第 9号住居祉の覆土から藤内 I式の

土器と共に出土している。

次に県内の他地域の土器についてみると、まず東信地方によくみられる新巻類型の土器があげ

られる。この土器は縄文を地文にもち、沈線と隆帯を使用して曲線文を施文している。隆帯の脇

に爪形文はみられない。新町大原遺跡では第23図 1・第34図3・第43図 1・5をはじめ、破片と

しても出土している。これらのうちには埋費炉として使用されている例(第23図 1・第34図3・

第43図 1)もある。

第34図5・第86図 1等は斜行沈線文の系統の土器である。今回の調査では土器片の中にも数多

くみられる。この土器は新巻類型同様に、千曲川水系、特に東信地域に主体的に分布している土

器で、後沖式土器として型式を設定する動きもある。

第22図はいわゆる下伊那型の櫛形文の系統の土器と考えられる。器壁は薄〈、給土は平出III類

Aに近似している。

そのほか、第23図2・第37図10-16・第53図18・第57図9・10・17は底部から口縁部にむかつ

て器壁が直立して立ち上がっており、口縁部は丁寧にミガキがかけられているのに対して、体部

は調整痕をそのままとどめている。文様からみるといわゆるキャリバー形の器形が考えられるの

で、やや系統を異にする土器といえよう 。さらに、第35図 lは器形は松本平に求めることができ

るが文様構成は異なっており、第34図 1の口縁部の文様については他に例を見ない。さらに第79

図3のモチーフについても他に類例がなく、特に隆帯聞に描かれたへラ描の三叉文とその両側に

突かれた円形の刺突文はこの土器独特のものである。第56図3は口縁部に藤内式のモチーフをと

りいれた平出III類Aの土器である。

このように、この地域ではさまざまな系統の土器や、各地域の文様の影響をうけて、独特なモ

チーフをも った土器を製作しており、固有の様相を呈している。今後、類例の増加をま って中期

中葉の地域性について検討していかなくてはならないであろう 。

末筆になりましたが、報告書をまとめるにあたって北沢武志氏、三上徹也氏には土器編年につ

いてご教示頂きました。ここに感謝申し上げると共に、その内容を十分に活かしきれなかったこ

とをお詫び、してまとめとします。
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図版 1 

第 1号住居祉



図版 2 

第 2号住居祉



図版 3 

第 3号住居祉



図版 4 

第 4号住居社 (1)



図版 5 

第 4号住居社 (2)



図版 6 

第 5号住居祉



図版 7 

第 6号住居社 (1)



図版 8 

第 6号住居社 (2)



図版 9 

第 7号住居社 (1)



図版 10 
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第 7号住居社 (2)



図版 11 

第 7号住居社 (3)



図版 12 
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第 8号住居祉



図版 13 

第 9号住居祉



図版 14 

第 10号住居社



図版 15 

第 11号住居社



図版 16 

第 12号住居社



図版 17 

第 13号住居社 (1)



図版 18 

第 13号住居社 (2)



図版 19 

第 14号住居社



図版 20 

単独埋設土器



図版 21 

第 1・2号竪穴

調査参加者



図版 22 

第 1・2号竪穴出土遺物



図版 23 

第 1・2号集石(上: 1号，下:2号)



図版 24 

第 3・4号集石(上:3号，下:4号)



図版 25 

第 1~ 4号集石炉 (1: 1号， 2・3: 2号， 4・5: 3号， 6: 4号)



図版 26 

第 5~9号集石炉(1 ・ 2 : 5号， 3: 6号， 4: 7号， 5:8号， 6: 9号)



図版 27 

第 10~ 15号集石炉 (1: 10号， 2: 11号， 3: 12号， 4: 13号， 5: 14号， 6: 15号)



図版 28 

第 16・17・19・20号集石炉 (1: 16号， 2: 17号， 3・4: 19号， 5: 20号)



図版 29 

第 6・29・31号土坑



図版 30 
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遺構外出土遺物 (1)



図版 31 

遺構外出土遺物 (2)



図版 32 

遺構外出土遺物 (3)



図版 33 
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遺構外出土遺物 (4)



図版 34 
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遺構外出土遺物 (5)
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遺構外出土遺物 (6)
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図版 36 
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遺構外出土遺物 (7)



図版 37 

掘立柱建物社 (1)



図版 38 

掘立柱建物社 (2)
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